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は
じ
め
に

　

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）、
早
稲
田
大
学
図
書
館
は
近
代
作
家
の
自
筆
原
稿
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
し
た
。
明
治
・
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
活
躍
し
た
詩
人
・
歌
人
な
ど
の
自
筆
原
稿
九
十
六
点
、
色
紙
二
十
四
枚
、
扇
面
一
枚
お
よ
び
書
簡
一
通
か
ら
な
る
貴
重
な
一
次
資
料

で
あ
る
。
資
料
一
点
一
点
の
書
誌
・
所
蔵
情
報
は
既
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ１
﹂
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
と
連
携
す
る
早
稲
田
大
学
﹁
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス２
﹂
に
よ
っ
て
、
原
稿
の
多
く
は
カ
ラ
ー
画
像
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
著
作
権
等
へ
の
配
慮
の
た
め
、
一
部
の
資
料
は
画
像
未
公
開
）。

　

自
筆
原
稿
の
う
ち
三
点
に
は
掲
載
誌
特
定
の
手
が
か
り
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
川
田
順
﹁
遠
来
の
人
﹂（
原
稿
22
）
の
余
白
に
﹁﹃
ス
バ
ル
﹄

７

月
号
掲
載
﹂、
西
条
八
十
﹁
軍
歌
﹂（
原
稿
32
）
に
﹁﹃
ス
バ
ル
﹄
原
稿
﹂、
原
阿
佐
緒
﹁
低
声
に
﹂（
原
稿
63
）
に
﹁
ス
バ
ル
﹂
と
の
書
き

込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
資
料
を
受
け
入
れ
た
当
時
の
特
別
資
料
室
の
カ
ー
ド
目
録
に
、﹁
近
代
作
家
原
稿
・
色
紙　

雑
誌
﹃
ス
バ
ル
﹄（
第

二
期
）
等
掲
載
原
稿
等
（
原
稿
九
六
篇
・
色
紙
一
七
枚
）（
一
九
三
〇
年
頃
）﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
整
理
時
点
で
少
な
く
と
も
一
部

﹃
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
﹄
第
六
十
九
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）

（
資
料
紹
介
）

早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵

吉
井
勇
主
宰
詩
歌
文
芸
雑
誌
『
相
聞
』・『
ス
バ
ル
』
の

自
筆
原
稿
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

松
　
尾
　
亜
　
子
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の
掲
載
誌
は
特
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
調
査
し
た
結
果
、本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
自
筆
原
稿
九
十
六
点
の
う
ち
、九
十
五
点
は
同
一
の
文
芸
雑
誌
﹃
相

聞
﹄（
第
二
巻
第
一
号
以
降
は
﹃
ス
バ
ル
﹄
と
改
題３
）（
図
１

）
の
創
刊
号
か
ら
第
三
巻
第
一
号
ま
で
の
う
ち
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
残

る
一
点
、
与
謝
野
晶
子
﹁
白
孔
雀
短
歌
五
首
﹂（
原
稿
90
）
は
﹃
相
聞
﹄
と
同
じ
出
版
社
（
太
白
社
）
か
ら
刊
行
さ
れ
た
九
條
武
子
の
歌
集
﹃
白

孔
４雀
﹄
に
序
歌
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
図
２

）。

　
﹃
相
聞
﹄・﹃
ス
バ
ル
﹄
は
、
歌
人
の
吉
井
勇
（
一
八
八
六
│
一
九
六
〇
）
が
中
心
と
な
っ
て
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
に
創
刊
し
た
詩
歌
文

芸
雑
誌
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
で
は
、
自
筆
原
稿
の
関
連
資
料
と
し
て
こ
の
雑
誌
を
収
集
し
、
自
筆
原
稿
の
作
品
が
掲
載
さ

れ
た
も
の
を
含
め
、
創
刊
号
か
ら
ほ
ぼ
す
べ
て
の
巻
号
が
揃
っ
て
い
る５
。
な
お
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
七
月
の
第
四
巻
第
二
号
刊
行

か
ら
二
年
九
ヶ
月
の
休
刊
を
経
て
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
）
四
月
に
出
版
者
・
編
集
者
を
代
え
て
復
刊
さ
れ
た
﹃
ス
バ
ル
﹄
第
五
巻
第
三

号
に
つ
い
て
は
入
手
で
き
ず
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
の
﹁
吉
井
勇
資
料
﹂
に
よ
り
確
認
し
た６
。
そ
れ
以
降
の
刊
行
の
有
無
は
不
明

で
あ
り
、
ま
も
な
く
終
刊
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
原
稿
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
著
名
な
詩
人
・
歌
人
の
自
筆
原
稿
を
数
多
く
含
む
た
め
、
そ
の
一
点
一
点
に
目
が
行
き
が
ち
で
あ
る
が
、

実
は
、
掲
載
誌
と
出
版
社
を
同
じ
く
す
る
正
に
一
括
の
資
料
で
あ
り
、
吉
井
勇
お
よ
び
数
名
の
同
人
編
集
に
係
る
原
稿
群
で
あ
る７
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
掲
載
誌
﹃
相
聞
﹄・﹃
ス
バ
ル
﹄
に
つ
い
て
、
歌
人
吉
井
勇
が
人
生
の
ど
の
よ
う
な
時
期
に
こ
れ
を
主
宰
・
編
集
し

て
い
た
の
か
を
含
め
、
刊
行
の
経
緯
を
説
明
す
る
。
そ
の
上
で
、
自
筆
原
稿
と
掲
載
作
品
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

概
容
を
示
す
。
今
後
の
資
料
利
用
や
研
究
の
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

掲
載
誌
の
﹃
相
聞
﹄・﹃
ス
バ
ル
﹄
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
主
に
、
以
下
二
点
の
研
究
書
を
参
考
に
し
た
。
歌
人
・
文
学
研
究
者
で
あ

り
、﹃
吉
井
勇
全
集８
﹄
や
﹃
定
本　

吉
井
勇
全
集９
﹄
の
編
集
・
解
説
に
あ
た
っ
た
木
俣
修
に
よ
る
﹃
吉
井
勇
研
究Ａ
﹄
に
は
、
雑
誌
創
刊
の
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経
緯
か
ら
﹃
ス
バ
ル
﹄
へ
の
改
題
と
そ
の
終
焉
に
至
る
ま
で
の
、
休
刊
と
復
刊
を
含
む
お
よ
そ
六
年
間
に
わ
た
る
刊
行
の
変
遷
が
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
、
雑
誌
の
全
体
像
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
木
俣
は
、
こ
の
雑
誌
を
評
し
て
、﹁
サ
ロ
ン
風
な
高
踏
的
な
趣
味
雑
誌
と
し

て
は
ま
こ
と
に
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
回
顧
的
な
記
事
な
ど
が
多
く
、
新
し
い
風
潮
を
ま
き
お
こ
す
よ
う
な
も
の
は
何
も
な
か
っ
た

た
め
に
、
文
壇
・
詩
歌
壇
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
な
く
、
読
者
の
範
囲
も
一
種
の
好
事
家
の
域
に
と
ど
ま
っ
た
。﹂
と
述
べ
て
い
るＢ
。
同

書
の
前
年
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
日
本
近
代
文
学
大
事
典
﹄
第
五
巻
の
﹁
相
聞
﹂
の
項
も
木
俣
に
よ
る
執
筆
で
あ
り
、
同
様
の
見
解
が
記
さ
れ

て
い
るＣ
。
日
本
近
代
文
学
研
究
者
の
紅
野
敏
郎
に
よ
る
大
正
・
昭
和
初
期
の
文
芸
雑
誌
の
研
究
書
﹃
文
芸
誌
譚　

そ
の
﹁
雑
﹂
な
る
風
景

一
九
一
〇
│
一
九
三
五
年
﹄
に
は
、
創
刊
号
巻
頭
の
高
村
光
太
郎
（
図
３

）
を
は
じ
め
と
す
る
寄
稿
者
ら
と
吉
井
勇
と
の
関
わ
り
に
触
れ

な
が
ら
、﹃
相
聞
﹄・﹃
ス
バ
ル
﹄
の
誌
面
が
読
み
解
か
れ
て
い
るＤ
。

　

歌
集
﹃
白
孔
雀
﹄
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
佐
佐
木
信
綱
（
竹
柏
会
）
に
学
ん
だ
歌
人
九
條
武
子
（
一
八
八
七
│

一
九
二
八
）
の
遺
稿
を
九
條
家
の
委
嘱
を
請
け
て
吉
井
勇
が
編
集
し
、
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
十
二
月
に
太
白
社
か
ら
出
版
し
た
追
悼
歌

集
で
あ
る
。
武
子
は
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
）
の
関
東
大
震
災
で
自
ら
も
被
災
し
な
が
ら
、
救
援
・
復
興
事
業
に
奔
走
し
て
い
た
が
、

一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
二
月
七
日
、
病
に
よ
り
四
十
二
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
たＥ
。
本
書
に
は
、
竹
柏
会
の
先
輩
で
あ
る
与
謝
野
晶
子

が
序
歌
（
原
稿
90
）
を
寄
せ
、
親
友
の
歌
人
柳
原
燁
子
（
白
蓮
）
と
編
集
の
吉
井
勇
が
跋
文
を
書
い
て
い
る
。
太
白
社
の
二
冊
目
の
歌
集
﹃
白

孔
雀
﹄
と
同
月
に
刊
行
予
定
で
あ
っ
た
﹃
相
聞
﹄
十
二
月
号
は
休
刊
と
な
り
、
翌
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
一
月
、
雑
誌
は
﹃
ス
バ
ル
﹄

に
改
題
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
新
年
号
の
﹁
編
輯
後
記
﹂
に
は
、
十
二
月
号
を
﹁
突
如
休
刊
す
る
こ
と
に
し
た
﹂
こ
と
に
つ
い
て
、﹁
単

行
本
の
出
版
と
新
年
号
の
準
備
の
た
め
に
時
間
的
の
余
裕
を
充
分
に
持
ち
た
い
た
め
に
、
止
む
を
得
ず
や
つ
た
こ
と
で
あ
る
。﹂
と
の
弁

解
を
出
版
者
兼
編
集
の
西
村
酔
香
が
記
し
て
い
るＦ
。
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〈図１〉　『相聞』・『スバル』表紙（サヘ 1475）

左上『スバル』第三巻第一号　　　右上『相聞』第一巻第一号　
左下『スバル』第四巻第一号　　　右下『スバル』第二巻第一号
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〈図２-１〉自筆原稿90　与謝野晶子「白孔雀短歌五首」（ヘ2 8100 90）

〈図２-２〉　 掲載頁　与謝野晶子「『白孔雀』序歌」冒頭 
九條武子『白孔雀』（911.16 806）
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〈図３-１〉　自筆原稿41　高村光太郎「ひとり酸素を奪って」（ヘ2 8100 41）

〈図３-２〉　 掲載頁　高村光太郎「ひとり酸素を奪って」 
『相聞』第一巻第一号　三頁（合本版）（サヘ 1475）
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一
　
主
宰
者
吉
井
勇

　

歌
人
吉
井
勇
（
一
八
八
六
│
一
九
六
〇
）
が
文
芸
雑
誌
﹃
相
聞
﹄
を
主
宰
創
刊
し
た
の
は
、
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）、
四
十
四
歳
の
と
き

で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
の
主
宰
・
運
営
に
至
る
ま
で
の
彼
の
人
生
を
少
し
遡
っ
て
み
よ
うＧ
。

　

吉
井
勇
は
、
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
）
五
月
、
二
十
歳
の
と
き
、
与
謝
野
寛
（
鉄
幹
）
が
主
宰
す
る
新
詩
社
の
文
芸
誌
﹃
明
星Ｈ
﹄
に
短

歌
を
発
表
し
て
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
同
年
四
月
、
早
稲
田
大
学
高
等
予
科
文
科
に
入
学
す
る
が
、
ほ
と
ん
ど
出
席
し
な
か
っ
た
ら
し
く
、

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
九
月
に
政
治
経
済
科
に
転
科
し
、
結
局
、
翌
年
六
月
に
中
退
す
る
。
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
）
一
月
の
北

原
白
秋
、
木
下
杢
太
郎
、
長
田
秀
雄
、
長
田
幹
彦
、
秋
葉
俊
彦
ら
と
の
新
詩
社
連
袂
脱
退
と
同
年
十
一
月
﹃
明
星
﹄
終
刊
の
曲
折
を
経
て
、

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
）
一
月
に
森
鷗
外
監
修
の
も
と
に
創
刊
し
た
﹃
ス
バ
ルＩ
﹄（
以
下
、
太
白
社
刊
の
﹃
ス
バ
ル
﹄
と
の
区
別
の
た
め
に

傍
点
を
付
す
）
で
は
、
当
初
、
平
野
萬
里
、
石
川
啄
木
と
と
も
に
編
集
に
あ
た
る
。
同
誌
に
恋
愛
歌
を
中
心
に
抒
情
的
な
短
歌
を
発
表
し
、

代
表
作
と
な
る
第
一
歌
集
﹃
酒
ほ
が
いＪ
﹄
を
は
じ
め
続
々
と
歌
集
を
出
版
す
る
。
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
〇
）
に
新
詩
社
脱
退
組
や
美
術

雑
誌
﹃
方
寸
﹄
の
石
井
柏
亭
、
森
田
恒
友
、
山
本
鼎
ら
と
お
こ
し
た
﹁
パ
ン
の
会
﹂
は
、
歌
人
・
詩
人
・
芸
術
家
ら
耽
美
派
の
拠
点
と
な

り
、
勇
は
彼
ら
と
広
く
親
交
を
結
ぶ
。
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）、﹃
ス
バ
ル

0

0

0

﹄
第
三
号
に
戯
曲
﹁
午
後
三
時
﹂
を
発
表
し
て
か
ら
は
、

一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
頃
ま
で
戯
曲
の
執
筆
に
も
励
み
、
自
作
の
上
演
を
通
し
て
演
劇
界
に
関
わ
り
を
深
め
る
。

　

こ
う
し
て
文
壇
や
演
劇
界
・
美
術
界
な
ど
に
拡
げ
て
き
た
勇
の
人
脈
は
後
に
主
宰
す
る
雑
誌
に
大
い
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
る
。
自
筆

原
稿
の
あ
る
作
家
だ
け
を
見
て
も
、﹃
明
星
﹄・﹃
ス
バ
ル

0

0

0

﹄
系
の
与
謝
野
明
子
、
高
村
光
太
郎
、
中
原
綾
子
、
北
原
白
秋
、
木
下
杢
太
郎
、

長
田
秀
雄
、
茅
野
粛
々
、
平
野
萬
里
、
堀
口
大
學
ら
、﹃
方
寸
﹄
の
石
井
柏
亭
、
劇
作
家
の
小
山
内
薫
、
久
保
田
万
太
郎
、
中
沢
臨
川
、

南
江
二
郎
、
こ
の
ほ
か
、
三
上
於
菟
吉
、
西
条
八
十
、
芥
川
龍
之
介
、
吉
田
絃
二
郎
、
小
島
政
二
郎
、
新
居
格
、
泉
鏡
花
、
野
口
米
次
郎
、
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水
上
滝
太
郎
、
佐
藤
春
夫
、
武
者
小
路
実
篤
、
有
島
生
男
、
谷
崎
潤
一
郎
、
高
濱
虚
子
、
室
生
犀
星
、
正
宗
白
鳥
、
眞
山
靑
果
、
竹
久
夢

二
、
吉
屋
信
子
な
ど
、
錚
々
た
る
寄
稿
者
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

　

し
か
し
、
大
正
期
に
入
る
と
勇
の
人
生
は
停
滞
の
様
相
を
帯
び
て
く
る
。
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
十
二
月
、
活
躍
の
場
と
な
っ
て
き

た
﹃
ス
バ
ル

0

0

0

﹄
が
五
年
間
の
歴
史
を
閉
じ
る
。
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
六
月
に
中
沢
臨
川
、
小
山
内
薫
と
と
も
に
雑
誌
﹃
文
芸
復
Ｋ興
﹄

を
創
刊
す
る
が
、
翌
月
、
わ
ず
か
第
二
号
を
も
っ
て
廃
刊
と
な
る
。
歌
作
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
八
月
、
赤
木
桁
平
が
﹃
読

売
新
聞
﹄
に
﹁
遊
蕩
文
学
の
撲
滅
﹂
を
発
表
し
、
放
蕩
生
活
を
送
り
祇
園
詩
人
、
紅
燈
歌
人
と
も
て
は
や
さ
れ
て
き
た
勇
も
ま
た
糾
弾
対

象
の
一
人
と
な
っ
たＬ
。
劇
文
学
の
振
興
を
目
指
し
て
創
立
し
た
国
民
文
芸
会
を
母
体
と
し
て
、
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
十
一
月
に
里
見
弴
、

久
米
正
雄
、
田
中
純
ら
と
文
芸
雑
誌
﹃
人
間Ｍ
﹄
を
創
刊
、
戯
曲
そ
の
他
を
発
表
す
る
が
、
一
九
二
一
年
（
大
正
十
）
六
月
に
第
二
十
四
号

を
も
っ
て
廃
刊
と
な
る
。
同
年
五
月
、
勇
は
三
十
六
歳
で
伯
爵
柳
原
義
光
の
二
女
徳
子
（
二
十
二
歳
）
と
結
婚
す
るＮ
。
そ
の
後
、
長
男
の

誕
生
、
新
居
で
の
関
東
大
震
災
、
隠
居
し
た
父
か
ら
の
家
督
（
伯
爵
位
）
継
承
、
父
の
死
、
と
私
生
活
で
の
変
化
が
相
次
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　

後
年
、
勇
は
日
本
経
済
新
聞
の
連
載
﹁
私
の
履
歴
書
﹂
の
な
か
で
当
時
の
境
遇
に
つ
い
て
、﹁﹃
人
間
﹄
廃
刊
後
の
私
は
、
結
婚
の
失
敗

や
ら
何
や
ら
で
、
生
活
は
乱
雑
荒
廃
を
き
わ
め
、
多
く
は
旅
で
過
ご
す
流
離
三
昧
、
遂
に
は
文
壇
か
ら
も
疎
く
な
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
落
魄

の
道
を
た
ど
っ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
十
五
年
五
月
、
父
幸
蔵
が
隠
居
を
し
た
の
で
家
督
相
続
を
し
た
が
、
父
の
負
債
ま
で
引
き

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
家
計
は
だ
ん
だ
ん
窮
迫
し
て
、
昭
和
三
年
三
月
に
は
、
角
筈
に
あ
っ
た
邸
宅
も
売
り
、
借
家
生
活

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
だ
ん
だ
ん
交
友
も
少
な
く
な
っ
た
の
で
、
東
京
に
も
居
辛
く
な
り
、
私
は
た
っ
た
一
人
で
神
奈
川

県
下
の
南
林
間
都
市
に
住
ん
で
い
た
が
、
そ
こ
に
も
落
着
く
こ
と
が
で
き
ず
、
ほ
と
ん
ど
旅
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。﹂
と

述
べ
、
続
け
て
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
年
か
ら
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
に
か
け
て
重
ね
た
旅
と
そ
の
後
の
土
佐
隠
棲
に
つ
い
て
記
し
て

い
る
が
、
当
時
主
宰
刊
行
し
て
い
た
筈
の
﹃
相
聞
﹄・﹃
ス
バ
ル
﹄
に
関
す
る
記
述
は
な
いＯ
。
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勇
が
か
つ
て
携
わ
っ
た
雑
誌
編
集
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。
先
の
﹃
ス
バ
ル

0

0

0

﹄
の
編
集
時
代
を
知
る
資
料
と
し
て
は
﹃
啄
木
日
記Ｐ
﹄

が
あ
る
。
明
治
四
十
二
年
新
春
か
ら
、
啄
木
は
編
集
方
針
に
関
す
る
平
野
萬
里
と
の
対
立
や
勇
の
編
集
者
ぶ
り
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。

創
刊
直
後
の
日
記
に
は
﹁
与
謝
野
氏
は
ス
バ
ル
の
前
途
を
悲
観
し
て
ゐ
た
。
主
要
な
る
話
は
ス
バ
ル
に
関
し
た
事
で
あ
つ
た
。（
中
略
）

予
は
平
出
君
を
訪
ね
た
。
話
は
こ
ゝ
で
も
ス
バ
ル
の
事
。
予
は
編
輯
を
各
月
担
当
者
に
全
責
任
を
負
は
せ
る
事
を
説
い
た
。（
然
し
吉
井

君
に
は
任
せ
ら
れ
な
い
。
ア
ノ
人
は
仕
事
の
人
で
は
な
い
か
ら
。）
と
平
出
君
が
言
つ
た
。﹂
と
あ
り
、﹃
ス
バ
ル

0

0

0

﹄
出
資
者
の
平
出
修
が

い
み
じ
く
も
勇
の
性
質
を
言
い
当
て
て
い
る
（
明
治
四
十
二
年
一
月
一
日
）。
啄
木
は
自
分
の
担
当
の
第
二
号
に
つ
い
て
、
勇
が
﹁
ス
バ
ル

の
原
稿
、
受
持
ち
の
方
を
一
つ
も
集
め
て
ゐ
な
か
つ
た
。﹂（
一
月
十
七
日
）
と
ぼ
や
く
。
第
三
号
は
勇
の
担
当
だ
っ
た
が
、﹁
吉
井
か
ら
、

境
遇
に
激
変
あ
り
し
た
め
昴
の
編
輯
出
来
ぬ
と
い
ふ
ハ
ガ
キ
﹂（
二
月
一
日
）
が
来
て
、
太
田
正
雄
（
木
下
杢
太
郎
の
本
名
）
が
急
遽
編
集
を

委
託
さ
れ
、
散
々
苦
労
の
末
に
啄
木
に
助
力
を
求
め
、
愚
痴
も
も
ら
し
て
い
る
。﹁
モ
ウ
〳
〵
編
輯
は
せ
ぬ
│
│
馬
鹿
は
二
度
編
輯
し
ろ

│
│
と
太
田
が
言
つ
て
ゐ
た
、﹂（
二
月
二
十
六
日
）。
さ
ら
に
、﹁
四
号
は
吉
井
が
や
る
さ
う
だ
。
予
は
近
頃
実
に
吉
井
が
イ
ヤ
に
な
つ
た
。﹂

（
三
月
十
一
日
）
と
あ
る
が
、
勇
は
三
月
末
に
な
っ
て
間
に
合
わ
な
い
、
手
伝
っ
て
く
れ
と
連
日
啄
木
に
泣
き
つ
き
、
本
来
の
刊
行
日
に
至
っ

て
は
、﹁
社
か
ら
帰
る
と
吉
井
か
ら
今
夜
き
て
助
け
て
く
れ
の
ハ
ガ
キ
。
イ
ヤ
だ
と
予
は
思
つ
た
。﹂（
四
月
一
日
）
と
、
勇
の
無
責
任
さ
に

辟
易
し
た
啄
木
の
気
持
ち
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
第
四
号
は
数
日
遅
れ
で
出
来
し
、
啄
木
の
手
元
に
届
く
（
四
月
五
日
）。
こ
の
よ

う
に
、
啄
木
か
ら
見
た
若
き
日
の
勇
は
全
く
あ
て
に
な
ら
な
い
編
集
同
人
で
あ
っ
た
。
以
降
、﹃
ス
バ
ル

0

0

0

﹄
の
編
集
責
任
は
主
に
江
南
文

三
な
ど
が
担
い
、
勇
は
一
九
一
一
年
（
明
治
四
十
四
）
の
第
三
巻
第
一
号
か
ら
戯
曲
関
連
の
付
録
編
集
に
携
わ
る
が
、
廃
刊
を
迎
え
る
こ

ろ
に
は
﹃
ス
バ
ル

0

0

0

﹄
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
たＱ
。﹃
ス
バ
ル

0

0

0

﹄
廃
刊
の
翌
年
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
五
月
、
勇
は
鎌
倉
坂
之
下
で
湘
南
新
詩

社
を
お
こ
し
、
詠
草
添
削
を
行
う
が
、
自
ら
雑
誌
は
作
ら
ず
、﹃
ス
バ
ル

0

0

0

﹄
の
後
継
誌
﹃
我
等
﹄
や
﹃
三
田
文
学
﹄
へ
の
寄
稿
と
し
た
。

大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
創
刊
・
編
集
に
携
わ
っ
た
雑
誌
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
通
り
、﹃
文
芸
復
興
﹄
は
二
号
で
廃
刊
、﹃
人
間
﹄
は
文
芸
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講
演
旅
行
な
ど
の
楽
し
み
も
あ
っ
た
が
、
勇
自
身
の
言
に
よ
れ
ば
、﹁
や
っ
ぱ
り
素
人
の
商
売
で
、
内
容
は
そ
う
悪
く
は
な
か
っ
た
の
だ

け
れ
ど
も
、
経
営
の
方
が
う
ま
く
い
か
ずＲ
﹂
一
年
七
か
月
で
廃
刊
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
作
品
発
表
や
交
流
の
場
で
あ
る
文
芸
誌
立
ち
上

げ
へ
の
意
欲
と
は
裏
腹
に
、
気
ま
ま
な
勇
が
編
集
事
務
や
事
業
の
運
営
に
は
向
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

二
　『
相
聞
』・『
ス
バ
ル
』
刊
行
の
経
緯

１
　
創
刊

　

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
六
月
に
刊
行
し
た
﹃
相
聞
﹄
創
刊
号
巻
末
の
﹁
編
輯
後
記
﹂
に
は
、
主
宰
の
勇
、
共
に
編
集
に
あ
た
る
同
人

の
中
原
綾
子
、
榛
禮
吉
、
編
集
兼
出
版
者
の
西
村
酔
香
ら
四
人
の
抱
負
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
い
ず
れ
の
号
で
も
編
集
者
全
員
が
編

輯
後
記
に
所
感
を
記
し
て
お
り
、
運
営
の
方
針
や
苦
労
、
彼
ら
の
消
息
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
創
刊
に
あ
た
り
勇
は
、﹁
私

が
自
ら
編
輯
の
衝
に
当
つ
て
、
短
歌
を
中
心
と
す
る
雑
誌
を
出
す
の
は
、
今
度
の
こ
の
﹃
相
聞
﹄
が
始
め
て
で
あ
る
。
元
来
私
は
短
歌
ば

か
り
で
な
く
凡
て
の
芸
術
は
、
教
へ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
会
得
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
つ
て
ゐ
た
の
で
、
十
数
年
前
鎌
倉
に

住
ん
で
ゐ
た
湘
南
詩
社
時
代
に
、
社
友
の
詠
草
に
対
す
る
添
削
批
評
を
試
み
た
だ
け
で
、
そ
の
后
は
さ
う
云
ふ
こ
と
か
ら
出
来
る
だ
け
遠

ざ
か
つ
て
来
た
の
で
あ
つ
た
。
が
、
人
生
の
機
縁
は
こ
こ
に
﹃
相
聞
﹄
を
創
刊
す
る
と
同
時
に
、
同
好
の
士
の
詠
草
に
対
し
て
も
、
再
び

添
削
批
評
の
筆
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や
う
な
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
兎
に
角
私
は
こ
の
﹃
相
聞
﹄
を
中
心
と
し
て

再
び
短
歌
に
精
進
す
る
。﹂
と
書
い
て
い
る
。
大
正
期
に
は
戯
曲
等
、
歌
作
以
外
の
活
動
に
邁
進
し
、
戯
曲
中
心
の
文
芸
誌
創
刊
に
携
わ
っ

た
勇
で
あ
っ
た
が
、
あ
ら
た
め
て
短
歌
に
主
軸
を
戻
す
と
い
う
宣
言
で
あ
る
。
一
方
で
、
長
崎
へ
の
旅
行
の
た
め
、
編
集
や
添
削
批
評
に

よ
く
携
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
詫
び
、﹁
第
二
号
か
ら
は
昔
石
川
啄
木
と
と
も
に
﹃
ス
バ
ル
﹄
を
編
輯
し
た
当
時
の
や
う
な
意
気
と
情
熱

と
を
以
て
、
そ
の
衝
に
当
る
決
心
で
あ
る
。﹂
と
述
べ
るＳ
。
創
刊
号
に
つ
い
て
は
、
勇
も
禮
吉
も
旅
行
、
綾
子
は
編
集
途
中
で
本
人
や
家
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人
が
病
に
か
か
っ
た
た
め
、
酔
香
が
苦
労
し
て
刊
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
い
う
。
そ
の
分
、
酔
香
の
編
輯
後
記
は
一
ペ
ー
ジ
余
の
饒
舌
さ
で
、

文
面
に
は
出
版
者
と
し
て
の
気
負
い
も
感
じ
ら
れ
るＴ
。

　

吉
井
勇
主
宰
の
詩
歌
雑
誌
と
の
宣
伝
や
執
筆
陣
の
豪
華
さ
も
あ
り
、
創
刊
号
は
数
日
に
し
て
太
白
社
の
手
持
ち
が
品
切
れ
と
な
り
、
気

を
よ
く
し
た
酔
香
は
第
二
号
を
倍
数
に
増
刷
す
る
。
勇
は
毎
月
の
よ
う
に
、
時
に
は
同
人
と
と
も
に
、
旅
行
に
出
か
け
な
が
ら
も
、
編
集
、

執
筆
、
社
友
か
ら
投
稿
さ
れ
た
詠
草
の
添
削
に
あ
た
る
。
旅
先
の
土
地
を
雑
誌
の
特
集
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
も
あ
っ
たＵ
。

２
　『
ス
バ
ル
』
へ
の
改
題

　

創
刊
の
翌
年
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
一
月
、
勇
は
誌
名
を
思
い
入
れ
の
あ
る
﹃
ス
バ
ル
﹄
に
改
め
る
。﹁
編
輯
後
記
﹂
で
は
、﹁
今
度

思
ひ
切
つ
て
﹃
相
聞
﹄
を
﹃
ス
バ
ル
﹄
と
改
題
、
新
年
号
か
ら
外
形
内
容
を
と
も
に
新
し
く
し
て
、
純
芸
術
的
詩
歌
文
芸
雑
誌
と
し
て
、

一
大
飛
躍
を
試
み
る
こ
と
に
な
つ
た
。﹃
ス
バ
ル
﹄
と
云
ふ
名
前
は
、
本
誌
に
掲
げ
た
小
生
の
﹃
耽
々
亭
雑
記
﹄
に
も
書
い
て
置
い
た
通
り
、

か
な
り
歴
史
的
な
も
の
で
あ
つ
て
、
私
が
自
分
で
編
輯
す
る
雑
誌
の
名
前
と
し
て
は
、
最
適
当
な
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。
が
、
私
は
徒

ら
に
回
顧
的
な
心
持
で
、
こ
の
雑
誌
に
、﹃
ス
バ
ル
﹄
と
云
ふ
名
前
を
附
け
た
の
で
は
な
い
。
私
は
も
つ
と
躍
進
的
な
心
持
で
、
こ
の
雑

誌
を
編
輯
す
る
と
同
時
に
、
将
来
は
こ
の
﹃
ス
バ
ル
﹄
を
光
輝
燦
た
る
雑
誌
界
の
新
し
い
明
星
と
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
勇

猛
精
進
と
云
ふ
言
葉
は
、
私
が
こ
の
雑
誌
を
編
輯
す
る
上
の
標
語
で
あ
るＶ
。﹂
と
高
ら
か
に
志
を
述
べ
て
い
る
。
勇
は
連
載
の
﹁
耽
々
亭

雑
記
﹂（
六
）
~
（
十
）
に
お
い
て
、
自
身
の
青
春
時
代
に
活
躍
の
場
と
な
っ
た
﹃
ス
バ
ル

0

0

0

﹄
を
﹁
第
一
次
昴
時
代
﹂
と
し
て
振
り
返
っ
て

い
るＷ
。
同
年
六
月
号
の
﹁
編
輯
後
記
﹂
で
は
、﹁
兎
に
角
も
う
少
し
内
容
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
、
第
一
次
﹃
ス
バ
ル
﹄
の
や
う
な
足

跡
を
、
た
と
へ
文
壇
の
片
隅
で
も
残
し
て
置
き
た
い
。﹂
と
幾
分
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
るＸ
。

　

改
題
し
た
﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
一
号
か
ら
、
編
集
は
勇
と
酔
香
の
二
人
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。﹃
ス
バ
ル
﹄
へ
の
改
題
の
結
果
は
、

﹁﹃
相
聞
﹄
時
代
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
売
行
﹂
で
あ
っ
た
と
い
うＹ
。
そ
の
後
、
社
友
や
購
読
者
の
拡
充
を
画
策
し
な
が
ら
刊
行
を
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進
め
る
が
、
次
第
に
﹁
編
輯
後
記
﹂
に
刊
行
の
遅
れ
に
関
す
る
記
述
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
る
。

３
　
太
白
社
か
ら
相
聞
社
へ

　

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
の
新
年
に
出
し
た
第
三
巻
第
一
号
刊
行
か
ら
半
年
間
の
休
刊
を
経
て
、
同
年
七
月
に
刊
行
し
た
第
三
巻
第
七

号
か
ら
は
、
創
刊
よ
り
出
版
・
編
集
を
支
え
て
き
た
太
白
社
・
西
村
酔
香
と
離
れ
、
勇
は
相
聞
社
と
し
て
自
身
で
編
集
・
出
版
を
行
う
こ

と
に
す
る
。
詳
細
は
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
社
友
の
詠
草
の
扱
い
に
つ
い
て
問
題
が
生
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
酔
香
と
の
決
別
に

つ
い
て
、
勇
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。﹁
今
度
は
名
義
だ
け
で
な
く
、
編
輯
も
経
営
も
、
全
部
私
自
身
で
や
る
（
⋮
中
略
）
そ
れ
か
ら
、

茲
で
は
つ
き
り
断
つ
て
置
く
が
、
従
来
﹃
ス
バ
ル
﹄
の
経
営
及
び
編
輯
を
や
つ
て
ゐ
た
酔
香
西
村
久
一
郎
君
は
、
今
度
の
﹃
ス
バ
ル
﹄
及

び
相
聞
社
と
は
、
何
等
の
関
係
を
持
た
な
い
事
に
な
つ
たＺ
。﹂

　

短
歌
中
心
の
文
芸
誌
に
軌
道
修
正
し
、
勇
の
独
力
に
よ
り
七
月
か
ら
十
一
月
ま
で
は
月
一
回
の
刊
行
を
守
り
頑
張
っ
た
が
、
十
一
・
十

二
月
は
合
併
号
と
な
り
、
二
ヶ
月
の
休
刊
の
後
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
三
月
の
第
四
巻
第
一
号
（
春
季
号
）
で
は
刊
行
方
針
を
改
め
る
。

﹁
今
後
﹃
ス
バ
ル
﹄
は
年
四
回
発
行
と
し
、
そ
の
間
今
度
創
刊
す
る
雑
誌
﹁
分
身
﹂
を
、
年
八
回
出
す
こ
と
に
す
る
。（
中
略
）﹃
ス
バ
ル
﹄

は
従
来
の
も
の
よ
り
も
や
や
高
踏
的
な
純
文
芸
雑
誌
と
し
、﹃
分
身
﹄
は
主
と
し
て
社
友
の
詠
草
や
消
息
等
を
掲
載
す
る
、
安
易
な
心
持

で
読
む
こ
と
の
出
来
る
も
の
に
し
た
い
。﹂
と
の
変
更
で
あ
るａ
。

　

し
か
し
、﹃
分
身
﹄
は
す
ぐ
に
廃
刊
と
な
り
、
次
の
第
四
巻
第
二
号
（
夏
季
号
）
を
も
っ
て
﹃
ス
バ
ル
﹄
は
二
年
半
以
上
に
及
ぶ
長
い
休

刊
に
陥
る
。
そ
の
間
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
十
一
月
に
発
覚
し
た
妻
徳
子
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ルｂ
に
よ
り
公
私
共
に
大
き
な
痛
手
を
負
っ

た
勇
は
、
旅
に
逃
れ
、
土
佐
に
隠
棲
す
る
決
意
を
か
た
め
る
の
で
あ
る
。

４
　
復
刊
と
終
焉

　

一
九
三
五
年
（
昭
和
十
）
四
月
に
﹃
ス
バ
ル
﹄
は
復
刊
を
果
た
す
が
、
勇
は
土
佐
隠
棲
中
を
理
由
に
大
鹿
卓
に
刊
行
を
託
し
て
編
集
か
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ら
も
退
く
。﹁﹃
ス
バ
ル
﹄
を
休
刊
し
て
も
う
二
年
以
上
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
そ
の
間
い
く
度
か
再
刊
を
す
ゝ
め
ら
れ
も
し
た
が
、
自
分

の
心
境
が
さ
う
し
た
対
人
的
な
仕
事
よ
り
も
孤
独
を
欲
し
て
ゐ
た
の
で
、
今
日
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
復
活
す
る
こ
と
に
な
つ

て
も
、
自
分
は
遠
く
海
南
土
佐
の
地
に
隠
棲
し
て
ゐ
る
の
で
、
実
際
の
事
務
は
す
べ
て
在
京
の
大
鹿
卓
、
榛
禮
吉
、
牧
野
勝
彦
、
堀
山
榮

二
の
諸
君
が
や
つ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
るｃ
。﹂
と
述
べ
、
そ
の
号
に
戯
曲
一
作
を
発
表
す
る
が
、
や
が
て
雑
誌
の
刊
行
は
途
絶
え
る
。

　

一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
）
の
再
婚
を
機
に
勇
は
隠
棲
か
ら
復
帰
し
、
翌
年
十
月
、
土
佐
か
ら
京
都
に
居
を
移
す
。
生
活
も
仕
事
も
復

調
し
て
い
く
が
、
そ
の
後
、
吉
井
勇
の
雑
誌
﹃
ス
バ
ル
﹄
が
復
刊
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

三
　
出
版
運
営

　

延
べ
六
年
に
わ
た
り
、
文
芸
誌
﹃
相
聞
﹄・﹃
ス
バ
ル
﹄
は
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
雑
誌
の
奥
付
、
編
輯
後
記
、

巻
末
の
告
知
、
付
録
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
は
、
雑
誌
を
盛
り
立
て
、
刊
行
を
継
続
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
の
記
述
を
も
と
に
、
同
誌
の
刊
行
と
出
版
社
の
動
き
を
時
系
列
に
見
て
み
る
。
参
考
と
し
て
、﹁
編
輯
後
記
﹂
お
よ
び
﹁
消
息
﹂

に
あ
ら
わ
れ
る
勇
の
消
息
も
添
え
る
（
行
頭
に
◇
印
を
付
し
、
典
拠
は
﹁（
巻
│
号
）﹂
の
形
で
略
記
し
た
。）。

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）

五
月
、﹃
太
白
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹄
発
行
。

太
白
社
を
運
営
す
る
西
村
酔
香
が
、
同
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
吉
井
勇
の
新
雑
誌
﹃
相
聞
﹄
の
創
刊
を
告
知ｄ
。

◇
﹁
九
州
地
方
へ
長
途
の
旅
行
﹂（
一
│
一
）

六
月
、『
相
聞
』
創
刊
。
第
一
巻
第
一
号
（
創
刊
号
）
刊
行
。
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西
村
久
一
郎
（
酔
香
）
の
営
む
太
白
社
（
東
京
市
京
橋
区
木
挽
町
）
か
ら
出
版
。
印
刷
は
、
株
式
会
社
一
色
活
版
所
。
毎
月
一
回

一
日
発
行
、
定
価
四
十
銭
。
編
集
者
は
、
吉
井
勇
、
中
原
綾
子
、
榛
禮
吉
、
西
村
酔
香
の
四
名
。
変
形
枡
形
本
。
表
紙
・
扉
は

木
村
荘
八
（
以
後
、
表
紙
は
全
て
木
村
荘
八
）。

七
月
、『
相
聞
』
第
一
巻
第
二
号
（
七
月
号
）
刊
行
。

倍
数
に
増
刷
。
附
録
に
﹃
太
白
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹄（
同
年
七
月
刊
）。﹁
太
白
社
代
理
部
の
こ
と
﹂
に
て
封
筒
な
ど
の
物
品
販
売
や

歌
会
を
告
知
。﹁
太
白
社
清
規
﹂
に
て
社
友
を
募
集
。
社
友
社
費
一
ヶ
月
金
五
十
銭
（
三
ヶ
月
分
以
上
を
前
払
い
）
に
よ
り
、
社

友
は
短
歌
十
種
以
内
の
投
稿
が
で
き
る
。

太
白
社
に
﹁
相
聞
観
劇
会
﹂
を
組
織
、
七
月
十
五
日
第
一
回
を
明
治
座
で
開
催
。

八
月
、『
相
聞
』
第
一
巻
第
三
号
（
八
月
号
）
刊
行
。

太
白
社
事
務
所
移
転
（
東
京
市
京
橋
区
三
十
間
堀
）。

関
西
支
社
、
甲
府
支
社
創
立
。

◇
﹁
榛
、
西
村
の
両
君
と
と
も
に
、[
八
月
三
日
か
ら
]
五
日
間
ば
か
り
、
甲
州
か
ら
静
岡
、
伊
豆
方
面
へ
旅
。﹂（
一
│
四
）

九
月
、『
相
聞
』
第
一
巻
第
四
号
（
九
月
号
）
刊
行
。

本
号
に
限
り
特
価
五
十
銭
。
刊
行
遅
延
の
対
策
と
し
て
印
刷
所
変
更
（
皓
明
社
印
刷
所
）。
附
録
に
﹃
太
白
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹄。﹁
太

白
社
々
友
清
規
﹂
に
て
、
太
白
社
維
持
会
設
置
の
告
知
（
特
会
費
一
口
金
十
円
）。
直
接
購
買
者
募
集
。
二
度
刷
の
﹃
相
聞
﹄
ポ

ス
タ
ー
作
製
。

◇
﹁
八
月
の
末
か
ら
九
月
の
始
め
に
か
け
て
一
週
間
ば
か
り
西
村
、
榛
の
両
君
と
と
も
に
京
都
、
大
阪
、
奈
良
、
名
古
屋
方
面
へ
、

極
め
て
慌
た
だ
し
い
旅
行
。﹂（
一
│
五
）
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十
月
、『
相
聞
』
第
一
巻
第
五
号
（
十
月
号
）
刊
行
。

定
価
五
十
銭
（
値
上
）。

十
一
月
、『
相
聞
』
第
一
巻
第
六
号
（
十
一
月
号
）
刊
行
。

印
刷
所
変
更
（
太
白
社
印
刷
所
）。
直
通
電
話
架
設
（
銀
座
六
〇
八
九
番
）、
同
人
の
他
に
二
人
の
事
務
員
を
置
く
。

中
原
綾
子
歌
集
﹃
み
を
つ
く
し
﹄、
岡
本
一
平
作
画
集
﹃
新
水
や
空
﹄
二
巻
を
刊
行
。
観
劇
会
於
明
治
座
。

十
二
月
、『
相
聞
』
休
刊
。
観
劇
会
於
明
治
座
。

九
條
武
子
歌
集
﹃
白
孔
雀
﹄
刊
行
。

一
九
三
〇
（
昭
和
五
年
）

一
月
、『
相
聞
』
改
題
、『
ス
バ
ル
』
第
二
巻
第
一
号
（
一
月
号
）
刊
行
。

編
集
は
吉
井
勇
、
西
村
酔
香
（
以
降
、
こ
の
二
名
）。
巻
末
﹁
太
白
社
代
理
部
だ
よ
り
﹂
に
太
白
社
書
籍
部
開
設
（
一
般
書
籍
の
取

次
販
売
開
始
）
の
告
知
。

二
月
、『
ス
バ
ル
』
第
二
巻
第
二
号
（
二
月
号
）
刊
行
。

二
月
号
か
ら
増
刷
。

三
月
、『
ス
バ
ル
』
第
二
巻
第
三
号
（
三
月
号
）
刊
行
。

◇
﹁
こ
の
間
大
阪
へ
往
つ
た
時
に
は
、
同
地
に
於
け
る
社
友
諸
君
か
ら
望
外
の
歓
迎
を
受
け
た
。﹂（
二
│
四
）

◇
﹁
三
月
三
十
日
の
夜
に
東
京
を
発
つ
て
、
永
田
龍
雄
、
水
木
伸
一
、
足
立
直
郎
等
の
諸
君
と
四
国
[
宇
和
島
・
松
山
]
へ
往
つ

た
。（
中
略
）
私
は
ま
た
そ
れ
か
ら
神
戸
で
一
行
と
別
れ
、
播
州
赤
穂
へ
出
懸
け
て
往
つ
た
。﹂（
二
│
五
）

四
月
、『
ス
バ
ル
』
第
二
巻
第
四
号
（
四
月
号
）
刊
行
。
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二
十
日
、
吉
井
勇
歌
集
﹃
鸚
鵡
杯
﹄
刊
行
。

五
月
、『
ス
バ
ル
』
第
二
巻
第
五
号
（
五
月
号
）
刊
行
。

六
月
、『
ス
バ
ル
』
第
二
巻
第
六
号
（
六
月
号
）
刊
行
。

維
持
会
員
の
大
募
集
開
始
。

十
七
日
、
第
四
回
観
劇
会
於
新
橋
演
舞
場
。
二
十
四
日
・
二
十
六
日
、
第
六
回
ス
バ
ル
観
劇
会
於
新
橋
演
舞
場
。

﹃
現
代
新
選
女
流
詩
歌
集
﹄
刊
行
。

◇
﹁
六
月
上
旬
東
京
発
に
て
別
府
宮
島
、
赤
穂
、
岐
阜
を
経
て
十
日
帰
京
し
た
。﹂（
二
│
七
）

七
月
、『
ス
バ
ル
』
第
二
巻
第
七
号
（
七
月
号
）
刊
行
。

改
版
（
菊
版
）。
定
価
四
十
銭
（
値
下
）。
同
人
の
﹁
消
息
﹂
記
載
。

八
月
、『
ス
バ
ル
』
第
二
巻
第
八
号
（
八
月
号
）
刊
行
。

合
本
﹃
相
聞
﹄
一
・﹃
ス
バ
ル
﹄
一
を
発
売
、
頒
価
各
三
円
宛
。
第
七
回
ス
バ
ル
観
劇
会
十
三
日
於
歌
舞
伎
座
・
十
四
日
於
帝

国
劇
場
。

◇
﹁
八
月
六
日
東
京
発
に
て
関
西
へ
旅
行
、
高
野
山
、
及
宇
和
島
に
遊
び
二
十
八
日
帰
京
。﹂（
二
│
九
）

九
月
、『
ス
バ
ル
』
第
二
巻
第
九
号
（
九
月
号
）
刊
行
。

五
日
・
十
八
日
観
劇
会
於
新
橋
演
舞
場
。

◇
﹁
九
月
九
日
よ
り
伊
豆
長
岡
温
泉
小
松
屋
に
滞
在
﹂（
二
│
十
）

十
月
、『
ス
バ
ル
』
第
二
巻
第
十
号
（
十
月
号
）
刊
行
。

﹁
短
歌
本
意
で
編
輯
﹂。
観
劇
会
、
六
日
於
新
橋
演
舞
場
・
十
八
日
於
歌
舞
伎
座
。
原
阿
佐
緒
﹃
黒
い
扉
﹄
刊
行
予
定
。
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◇
﹁
十
月
九
日
伊
豆
長
岡
温
泉
よ
り
帰
京
十
月
廿
六
日
よ
り
神
奈
川
県
高
座
郡
南
林
間
都
市
長
田
別
荘
に
引
籠
原
稿
執
筆
。﹂（
二

│
十
一
）

十
一
月
、『
ス
バ
ル
』
第
二
巻
第
十
一
号
（
十
一
月
号
）
刊
行
。

堀
口
大
學
﹃
キ
ュ
ピ
ド
の
箙
﹄
刊
行
。

十
二
月
、『
ス
バ
ル
』
十
二
月
号
急
遽
休
刊
。

初
旬
、
野
城
艶
子
﹃
虹
の
跡
﹄
刊
行
。

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）

一
月
、『
ス
バ
ル
』
第
三
巻
第
一
号
（
新
年
号
）
刊
行
。

定
価
金
五
十
銭
。
新
合
本
﹃
ス
バ
ル
﹄
二
を
発
売
、
特
価
二
円
。

二
月
~
六
月
、『
ス
バ
ル
』
休
刊
。

◇
﹁
二
月
か
ら
五
月
ま
で
、
凡
そ
三
ヶ
月
の
間
と
云
ふ
も
の
は
、
殆
ど
旅
三
昧
﹂（
三
│
三
﹁
相
聞
居
雑
記
﹂）

七
月
、『
ス
バ
ル
』
復
刊
。
第
三
巻
第
七
号
（
復
活
七
月
号
）
刊
行
。

定
価
四
十
銭
。
酔
香
の
太
白
社
を
離
れ
、
編
集
兼
発
行
者
は
吉
井
勇
、
発
行
所
は
相
聞
社
（
東
京
市
芝
区
兼
房
長
九
番
地
）
と
な
る
。

八
月
、『
ス
バ
ル
』
第
三
巻
第
三
号
（
八
月
号
）
刊
行
。

こ
れ
ま
で
に
預
か
っ
て
い
た
詠
草
は
大
体
今
号
に
発
表
（
極
少
数
は
次
号
）。

◇
﹁
去
月
[
八
月
]
下
旬
に
甲
州
下
部
温
泉
に
十
日
ば
か
り
往
つ
て
仕
事
を
し
て
ゐ
た
﹂（
三
│
十
）

九
月
、『
ス
バ
ル
』
第
三
巻
第
九
号
（
九
月
号
）
刊
行
。

詠
草
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
増
頁
。
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◇
﹁
九
月
下
旬
か
ら
小
田
急
沿
線
の
南
林
間
都
市
に
来
て
ゐ
る
。﹂（
三
│
十
一
、
二
）

十
月
、『
ス
バ
ル
』
第
三
巻
第
十
号
（
十
月
号
）
刊
行
。

発
行
所
移
転
、相
聞
社
（
神
奈
川
県
鎌
倉
町
扇
ケ
谷
二
十
一
番
地
）。﹁
相
聞
社
々
友
清
規
﹂
に
、社
友
の
社
費
一
ケ
月
金
五
十
銭
、﹁
ス

バ
ル
﹂
維
持
会
員
規
定
一
口
会
費
金
十
円
。
社
費
半
年
分
の
払
込
に
よ
り
出
版
物
贈
呈
の
特
典
。
柳
原
白
蓮
が
一
門
を
率
い
て

同
人
格
と
な
っ
て
援
助
。

十
二
月
、『
ス
バ
ル
』
第
三
巻
第
十
一
、
二
号
（
十
一
月
・
十
二
月
合
併
号
）
刊
行
。

﹁
消
息
抄
﹂
を
設
け
社
友
の
通
信
を
掲
載
。

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）

三
月
、『
ス
バ
ル
』
第
四
巻
第
一
号
（
春
期
号
）
刊
行
。

定
価
五
十
銭
。
発
行
所
移
転
、
相
聞
社
（
神
奈
川
県
高
座
郡
大
和
村
下
鶴
間
三
二
〇
〇
）。
年
四
回
発
行
。﹁
分
身
﹂
を
創
刊
、
年
八

回
刊
行
と
す
る
。
改
版
（
枡
形
本
に
戻
る
）。

七
月
、『
ス
バ
ル
』
第
四
巻
第
二
号
（
夏
季
号
）
刊
行
。

﹃
分
身
﹄
は
五
月
号
を
も
っ
て
廃
刊
。

八
月
以
降
、『
ス
バ
ル
』
休
刊
。

一
九
三
五
年
（
昭
和
十
）

四
月
、『
ス
バ
ル
』
第
五
巻
第
三
号
（
復
活
号
）
刊
行
。

出
版
は
大
鹿
卓
・
昴
社
（
東
京
市
牛
込
区
余
丁
町
一
二
二
）。
隔
月
刊
、
定
価
五
十
銭
。﹁
ス
バ
ル
社
清
規
﹂（
社
友
は
社
費
半
年
分
一

圓
五
十
銭
前
納
）
と
﹁
維
持
会
員
﹂
の
案
内
は
、
ほ
ぼ
以
前
を
踏
襲
。
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◇
﹁
海
南
土
佐
の
地
に
隠
棲
﹂（
五
│
三
）

十
月
、
石
川
宰
三
郎
が
﹃
ス
バ
ル
﹄
を
や
る
と
い
う
予
告
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行
（
失
敗
に
終
わ
るｅ
）。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、﹃
相
聞
﹄・﹃
ス
バ
ル
﹄
の
出
版
社
は
太
白
社
、
相
聞
社
、
昴
社
と
変
遷
し
た
。
と
り
わ
け
多
彩
な
活
動

を
行
っ
て
い
た
の
は
太
白
社
時
代
で
、
雑
誌
刊
行
の
み
な
ら
ず
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行
、
歌
会
や
観
劇
会
の
主
催
、
物
品
販
売
、
一
般
書

籍
取
次
、
寄
稿
者
の
著
作
の
出
版
な
ど
、
幅
広
い
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
社
友
制
度
・
維
持
会
員
制
度
（
こ
れ
ら
は
後
継
の
二
社
で

も
踏
襲
さ
れ
る
）
の
も
と
、
地
方
支
社
設
立
、
直
接
販
売
、
雑
誌
の
合
本
販
売
な
ど
、
様
々
な
営
業
努
力
も
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
企
画

や
事
務
は
、﹁
編
輯
後
記
﹂
の
記
述
を
見
る
と
、
経
営
者
で
あ
る
酔
香
が
主
に
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、﹁
編
輯
後
記
﹂
や
随
筆

に
記
さ
れ
る
勇
の
消
息
に
は
、
刊
行
の
間
を
縫
う
よ
う
に
旅
に
出
か
け
る
様
子
が
う
か
が
え
、
歌
作
や
執
筆
、
詠
草
の
添
削
に
加
え
て
、

編
集
作
業
に
ど
れ
ほ
ど
の
力
を
注
げ
た
だ
ろ
う
か
と
思
わ
せ
ら
れ
る
。
太
白
社
刊
行
の
終
盤
の
﹁
編
輯
後
記
﹂
に
は
、
刊
行
や
詠
草
添
削

返
送
の
遅
れ
に
つ
い
て
の
詫
び
や
自
戒
の
言
葉
が
た
び
た
び
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
第
三
巻
第
六
号
を
最
後
に
、
酔
香
お
よ
び
太
白

社
は
﹃
ス
バ
ル
﹄
の
運
営
か
ら
離
れ
る
の
で
あ
る
。

　

太
白
社
か
ら
の
﹃
ス
バ
ル
﹄
刊
行
が
す
で
に
停
止
し
た
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
の
二
月
、
吉
井
勇
は
﹃
短
歌
入
門ｆ
﹄
と
い
う
小
冊
を

誠
文
堂
か
ら
出
版
す
る
。﹃
定
本　

吉
井
勇
全
集
﹄
に
よ
れ
ば
、﹁
勇
の
唯
一
の
歌
作
指
導
書
﹂
で
あ
る
。
詠
草
添
削
批
評
の
経
験
を
下
地

と
し
た
と
い
う
意
味
で
は
、﹃
相
聞
﹄・﹃
ス
バ
ル
﹄
刊
行
の
果
実
と
言
え
よ
う
。
語
り
口
の
柔
ら
か
い
入
門
者
向
け
の
内
容
で
、﹁
誠
文
堂

文
庫
﹂
の
一
冊
と
し
て
版
を
重
ね
た
。
巻
末
に
入
れ
た
﹁
歌
が
た
り
二
三　

私
の
歌
の
半
生
﹂
の
締
め
に
は
、﹁
私
な
ど
も
歌
を
作
り
始

め
て
か
ら
三
十
数
年
、
今
猶
神
奈
川
県
高
座
郡
大
和
村
南
林
間
都
市
二
條
通
り
に
相
聞
社
を
置
い
て
、
そ
こ
か
ら
出
し
て
ゐ
る
第
二
次
の

雑
誌
﹃
ス
バ
ル
﹄
を
主
宰
し
な
が
ら
、
歌
に
対
す
る
精
進
を
社
友
諸
君
と
と
も
に
続
け
て
ゐ
る
訳
な
の
で
あ
り
ま
すｇ
。﹂
と
、
主
宰
雑
誌
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へ
の
言
及
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
相
聞
社
か
ら
の
﹃
ス
バ
ル
﹄
刊
行
は
、
勇
の
努
力
虚
し
く
、
半
年
間
に
五
冊
、
翌
年
春
・
夏
の
二
冊
を
出
し
て
休
刊
と
な
る
。

こ
れ
に
勇
の
私
生
活
の
事
情
が
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

四
　
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
相
聞
』・『
ス
バ
ル
』
掲
載
自
筆
原
稿
　
目
録

　

本
目
録
で
は
、
自
筆
原
稿
を
請
求
記
号
の
小
番
号
の
通
り
、
著
者
名
五
十
音
順
に
排
列
し
、
掲
載
誌
と
対
照
し
た
。
色
紙
・
書
簡
に
つ

い
て
は
、
出
版
物
へ
の
掲
載
の
有
無
は
不
明
の
た
め
、
資
料
情
報
の
み
と
す
る
。

　

数
量　

自
筆
原
稿
九
十
六
点
、
色
紙
二
十
四
枚
、
扇
面
一
枚
、
書
簡
一
通

（
凡
例
）

・ 

請
求
記
号
（
へ
二　

八
一
〇
〇
）
の
小
番
号
、
著
者
[
原
著
者
の
補
記
]、
表
題
、
種
別
、
数
量
、
用
紙
、
原
稿
に
つ
い
て
の
注
記
、
著
者
・

編
集
者
書
入
（
た
だ
し
、
活
字
・
配
置
・
頁
の
指
定
を
除
く
）、
掲
載
誌
巻
号
、
刊
行
年
月
、
掲
載
頁
、
掲
載
に
つ
い
て
の
注
記
、
そ
の
他
。

・ 

旧
仮
名
遣
い
は
原
稿
記
載
の
ま
ま
と
し
、
一
部
、
新
字
体
を
用
い
た
。

・ 

原
稿
一
点
に
複
数
の
作
品
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、﹁
表
題
﹂
の
も
と
（　

）
内
に
補
記
し
た
。

・ ﹁
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
で
画
像
が
閲
覧
可
能
な
資
料
に
は
、
小
番
号
の
下
に
﹁
＊
﹂
を
付
し
た
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
時
点
）。
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１　

有
島
生
馬
﹁
嫂
を
憶
ふ
﹂
草
稿
三
枚　

四
百
字
詰
﹁
東
京　

文
房
堂
製
﹂ 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
四
号
・
九
月
号　

昭
和
五
年
九
月　

三
~
五
頁

２　

有
島
生
馬
﹁
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
﹂
草
稿
四
枚　

四
百
字
詰
﹁
東
京　

文
房
堂
製
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
六
号
・
六
月
号　

昭
和
五
年
六
月　

十
二
~
十
四
頁

３　

生
田
花
世
﹁
夕
月
﹂
歌
稿
二
枚　

四
百
字
詰
﹁
松
屋
特
製
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
九
号
・
九
月
号　

昭
和
五
年
九
月　

四
十
八
頁

４
＊ 

生
田
春
月
﹁
嘘
の
ま
こ
と
﹂
詩
稿
二
枚　

四
百
字
詰
﹁
松
屋
特
製
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
五
号
・
五
月
号　

昭
和
五
年
五
月　

四
十
四
~
四
十
五
頁

５　

石
井
柏
亭
﹁
名
栗
川
﹂
歌
稿
一
枚　

四
百
字
詰
﹁
東
京　

文
房
堂
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
一
号
・
新
年
号　

一
九
三
〇
年
一
月　

二
十
一
頁

６
＊ 

石
榑
千
亦
﹁
濱
な
す
﹂
歌
稿
三
枚　

二
百
字
詰
﹁
海　

原
稿
用
紙
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
一
号
・
新
年
号　

一
九
三
〇
年
一
月　

四
十
二
~
四
十
三
頁

７
＊ 

石
原
純
﹁
上
田
穆
氏
の
新
短
歌
集
﹃
街
の
放
射
線
﹄
に
題
す
﹂
草
稿
二
枚　

四
百
字
詰
﹁
東
京　

文
房
堂
製
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
四
号
・
四
月
号　

一
九
三
〇
年
四
月　

三
十
四
~
三
十
五
頁
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８
＊ 

今
井
邦
子
﹁
泰
山
木
の
花
﹂
歌
稿
二
枚　

四
百
字
詰
﹁
東
京　

文
房
堂
製
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
七
号
・
七
月
号　

一
九
三
〇
年
七
月　

三
十
六
~
三
十
七
頁

９
＊ 

江
南
文
三
﹁
郊
外
銀
座
風
景
﹂
草
稿
十
八
枚　

二
百
字
詰
﹁
中
野　

江
藤
製
﹂　

文
末
に
日
付
﹁（
一
九
三
〇
年
三
月
十
六
日
）﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
五
号
・
五
月
号　

一
九
三
〇
年
五
月　

十
六
~
二
十
頁

10
＊ 

江
南
文
三
﹁
島
に
人
に
﹂
歌
稿
三
枚　

二
百
字
詰
﹁
中
野　

江
藤
製
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
二
号
・
二
月
号　

一
九
三
〇
年
二
月　

二
十
八
~
二
十
九
頁　

目
次
に
誤
植
﹁
島
と
人
と
﹂

11
＊ 

江
見
水
蔭
﹁
湯
の
山
の
今
昔
﹂
草
稿
五
枚　

四
百
字
詰
﹁A

 10 20 

青
山　

三
河
屋
紙
店
製
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
七
号
・
七
月
号　

一
九
三
〇
年
七
月　

四
十
~
四
十
二
頁

12　

円
地
文
子
﹁
れ
た
あ
・
ぺ
え
ぱ
あ
の
こ
と
﹂
草
稿
四
枚　

四
百
字
詰
﹁
東
京　

文
房
堂
製
﹂　

日
付
﹁（
一
九
三
〇
・
五
・
十
六
）﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
六
号
・
六
月
号　

一
九
三
〇
年
六
月　

三
十
八
~
三
十
九
頁

13　

大
木
篤
夫
﹁
金
色
の
棺
車
に
よ
せ
て
﹂
詩
稿
二
枚　

四
百
字
詰
﹁
東
京　

文
房
堂
製
﹂　

日
付
﹁
一
九
二
九
・
六
・
十
二
﹂
消
し 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
二
号
・
七
月
号　

一
九
二
九
年
七
月　

二
十
二
~
二
十
三
頁

14
＊ 

岡
本
綺
堂
﹁
春
五
題
﹂
句
稿
一
枚　

四
百
字
詰
﹁M

A
RU
ZEN

﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
一
号
・
新
年
号　

一
九
三
〇
年
一
月　

九
頁
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15
＊ 

岡
本
綺
堂
﹁
ヂ
プ
シ
イ
と
ブ
リ
ュ
ー
・
ベ
ル
﹂
草
稿
四
枚　

四
百
字
詰
﹁
三
省
堂
原
稿
紙
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
七
号
・
七
月
号　

一
九
三
〇
年
七
月　

二
十
六
~
二
十
七
頁

16　

荻
原
井
泉
水
﹁
松
の
葉
﹂
句
稿
二
枚　

二
百
字
詰
﹁
松
屋
製
（
Ｓ
Ｍ
印 

Ｂ
⋮
２

）﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
一
号
・
新
年
号　

一
九
三
〇
年
一
月　

二
十
九
頁

17
＊ 

小
野
蕪
子
﹁
新
涼
﹂
句
稿
一
枚　

緑
の
縦
罫
十
三
行
﹁
東
京
丸
の
内　

東
京
日
日
新
聞
社
﹂　

タ
イ
ト
ル
﹁
新
涼
﹂
追
加 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
五
号
・
十
月
号　

一
九
二
九
年
十
月　

十
一
頁

18
＊ 

加
藤
武
雄
﹁
年
賀
状
﹂
草
稿
八
枚　

四
百
字
詰
﹁
四
谷
新
宿
甲
州
屋
製
﹂　

著
者
名
﹁
加
藤
武
雄
﹂・
タ
イ
ト
ル
﹁
年
賀
状
﹂
追
加 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
二
号
・
二
月
号　

一
九
三
〇
年
二
月　

三
十
~
三
十
二
頁

19
＊ 

加
藤
武
雄
﹁
旅
の
歌
﹂
歌
稿
三
枚　

二
百
字
詰
﹁
新
宿　

甲
州
屋
特
製
﹂　

二
首
消
し
﹁
石
灰
を
灰
に
ま
き
た
る
お
も
む
き
に
さ
く

ら
は
わ
び
し
く
も
り
日
に
咲
く
﹂・﹁
び
ら
う
樹
（
じ
ゅ
）の
森
の
四
島
に
わ
が
立
ち
て
大
古
の
声
を
青
波
に
聴
く
（
日
向
青
嶋
に
て
）﹂

 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
五
号
・
五
月
号　

一
九
三
〇
年
五
月　

十
三
頁

20
＊ 

金
子
薫
園
﹁
鎌
倉
草
舎
吟
よ
り　

霧
の
中
に
﹂
歌
稿
二
枚　

二
百
字
詰
﹁
新
潮
社
﹂　

タ
イ
ト
ル
﹁
霧
の
中
に
﹂
追
加 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
五
号
・
十
月
号　

一
九
二
九
年
十
月　

三
十
頁

21　

川
路
柳
虹
﹁
シ
子
・
ポ
ヱ
ー
ム
一
篇
﹂
詩
稿
一
枚　

四
百
字
詰
﹁
松
坂
屋
製
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
八
号
・
八
月
号　

一
九
三
〇
年
八
月　

十
~
十
一
頁　

掲
載
タ
イ
ト
ル
﹁
シ
ネ
・
ポ
エ
ー
ム
一
篇
﹂
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22　

川
田
順
﹁
遠
来
の
人
﹂
歌
稿
一
枚　

四
百
字
詰
﹁
コ
ク
ヨ　

65
﹂　

右
上
余
白
に
﹁
ス
バ
ル
七
月
号
﹂（
著
者
筆
） 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
七
号
・
七
月
号　

一
九
三
〇
年
七
月　

二
十
四
~
二
十
五
頁

23
＊ 

岸
田
國
士
﹁
空
想
の
序
文
﹂
草
稿
三
枚　

四
百
字
詰
﹁
文
祥
堂
製
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
三
号
・
三
月
号　

一
九
三
〇
年
三
月　

十
六
~
十
七
頁

24
＊ 

北
原
白
秋
﹁
新
曲　

海
苔
の
香
﹂
詩
稿
三
枚　

四
百
字
詰
﹁
東
京　

文
房
堂
製
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
三
号
・
三
月
号　

一
九
三
〇
年
三
月　

十
二
~
十
四
頁

25　

北
村
喜
八
﹁
歌
を
つ
く
つ
た
頃
﹂
草
稿
四
枚　

四
百
字
詰
﹁Y

H
 &
 CO

﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
一
号
・
新
年
号　

一
九
三
〇
年
一
月　

五
十
~
五
十
一
頁

26　

北
村
壽
夫
﹁
ネ
オ
ン
の
雨
﹂
草
稿
四
枚　

四
百
字
詰
﹁
相
馬
屋
製
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
五
号
・
五
月
号　

一
九
三
〇
年
五
月　

四
十
~
四
十
二
頁

27
＊ 

木
下
杢
太
郎
﹁
長
崎
。
室
津
。﹂
草
稿
四
枚　

四
百
字
詰
﹁M

. O
T
A

﹂　

毛
筆
及
び
朱
筆
修
正
（
著
者
）　

著
者
名
﹁
木
下
杢
太
郎
﹂

追
加
、
巻
末
に
﹁（
新
長
崎
集
の
一
）﹂
を
追
加

 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
三
号
・
八
月
号　

一
九
二
九
年
八
月　

三
~
五
頁

28
＊ 

國
枝
史
郎
﹁
譫
言
に
非
ず
﹂
草
稿
五
枚　

四
百
字
詰
﹁
東
京　

文
房
堂
製
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
七
号
・
七
月
号　

一
九
三
〇
年
七
月　

四
十
三
~
四
十
五
頁
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29　

久
保
田
万
太
郎
﹁
山
茶
花
﹂
句
稿
一
枚　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
一
号
・
新
年
号　

一
九
三
〇
年
一
月　

二
十
八
頁

30
＊ 

甲
賀
三
郎
﹁
隨
想
二
三
﹂
草
稿
四
枚　

四
百
字
詰
﹁
イ
ー
グ
ル
印
創
作
用
紙
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
七
号
・
七
月
号　

一
九
三
〇
年
七
月　

四
十
六
~
四
十
七
頁　

目
次
に
誤
字
﹁
斷
層
二
三
﹂

31　

小
島
政
二
郎
[A

m
brose Bierce 

原
著
]﹁﹃
悪
魔
の
辞
書
﹄
か
ら
﹂
訳
稿
三
枚　

四
百
字
詰
﹁M

A
RU
ZEN

（4

）﹂ 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
二
号
・
七
月
号　

一
九
二
九
年
七
月　

八
~
九
頁

32　

西
條
八
十
﹁
軍
歌
﹂
詩
稿
三
枚　

二
百
字
詰
﹁
相
馬
屋
製
﹂　

一
枚
目
右
余
白
に
﹁﹃
ス
バ
ル
﹄
原
稿
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
四
号
・
四
月
号　

一
九
三
〇
年
四
月　

三
~
四
頁

33　

佐
佐
木
信
綱
﹁
長
崎
ぶ
り
﹂
歌
稿
一
枚　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
二
号
・
二
月
号　

一
九
三
〇
年
二
月　

十
八
~
十
九
頁

34　

佐
藤
春
夫
﹁
航
空
歌
﹂
詩
稿
一
枚　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
（
青
色
・
ピ
ン
ク
色
罫
） 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
三
号
・
三
月
号　

一
九
三
〇
年
三
月　

八
~
九
頁

35
＊ 

下
村
海
南
﹁
軽
井
澤
﹂
歌
稿
三
枚　

無
罫
藁
半
紙
（
一
九
・
二
×
十
三
・
三
㎝
） 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
五
号
・
十
月
号　

一
九
二
九
年
十
月　

六
~
七
頁
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36
＊ 

杉
村
楚
人
冠
﹁
夜
帰
﹂
草
稿
七
枚　

二
百
字
詰
原
稿
用
紙
（
青
色
縦
罫
の
み
）　

日
付
﹁（
九
月
四
日
）﹂﹁
我
孫
子
に
て
﹂
を
巻
末
に
移
動 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
五
号
・
十
月
号　

一
九
二
九
年
十
月　

四
~
五
頁　

目
次
は
﹁
夜
帰
り
﹂

37
＊ 

薄
田
泣
菫
﹁
芥
川
氏
の
即
興
歌
﹂
草
稿
五
枚　

四
百
字
詰
﹁SU
CCESS

﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
一
号
・
新
年
号　

一
九
三
〇
年
一
月　

三
~
七
頁

38　

榛
禮
吉
﹁
身
邊
雜
詠
﹂
歌
稿
五
枚　

二
百
字
詰
﹁
銀
座　

伊
東
屋
製
﹂（
緑
色
罫
） 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
三
巻
第
一
号
・
新
年
号　

一
九
三
一
年
一
月　

四
十
四
~
四
十
五
頁　

六
首
未
収
録
（
原
稿
へ
の
指
示
は
無
し
）

39
＊ 

相
馬
御
風
﹁
越
後
よ
り
﹂
草
稿
三
枚　

四
百
字
詰
﹁
御
風
用
箋
﹂　

文
末
に
日
付
﹁（
九
月
二
十
九
日
）﹂ 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
六
号
・
十
一
月
号　

一
九
二
九
年
十
一
月　

十
二
~
十
三
頁

40　

高
濱
虚
子
﹁
夏
五
句
﹂
句
稿
一
枚　

二
百
字
詰
原
稿
用
紙 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
四
号
・
九
月
号　

一
九
二
九
年
九
月　

二
十
三
頁

41
＊ 

高
村
光
太
郎
﹁
ひ
と
り
酸
素
を
奪
つ
て
﹂
詩
稿
一
枚　

四
百
字
詰
﹁
松
屋
製 

Ｓ
Ｍ
印
Ａ
⋮
１

﹂（
図
２

－

１

） 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
一
号
・
創
刊
号　

一
九
二
九
年
六
月　

三
頁
（
図
２

－

２

）

42
＊ 

竹
久
夢
二
﹁
夜
曲
﹂
歌
稿
二
枚
（
一
枚
の
台
紙
に
貼
付
）　

二
百
字
詰
﹁SY

O
N
EN
 SA
N
SO
W

﹂（
黄
色
罫
）　

日
付
﹁（
一
九
三
〇
・

三
・
九
）﹂

 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
四
号
・
四
月
号　

一
九
三
〇
年
四
月　

三
十
九
頁
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43
＊ 

竹
久
夢
二
﹁
た
ん
ぼ
り
ん
﹂
他
（
た
ん
ぼ
り
ん
／
靜
物
／
ゆ
ふ
つ
き
／
ち
よ
こ
れ
い
と
／
あ
い
さ
つ
／
屏
風
／
女
体
風
景
／
恋
仲
／
指
／
裏
道
）

詩
稿
六
枚　

二
百
字
詰
﹁SY

O
N
EN
 SA
N
SO
W

﹂　

一
枚
目
に
著
者
名
﹁
竹
久
夢
二
﹂・
タ
イ
ト
ル
﹁
低
唱
そ
の
二
﹂
追
加
、
三

枚
目
に
著
者
名
﹁
竹
久
夢
二
﹂・
タ
イ
ト
ル
﹁
低
唱
﹂
追
加
、
三
作
品
を
消
し
（
静
物
／
あ
い
さ
つ
／
恋
仲
）、
文
末
の
日
付
﹁（
一
九

二
九
・
十
二
・
一
）﹂
消
し

 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
二
号
・
二
月
号　

一
九
三
〇
年
二
月　

三
十
六
~
三
十
七
頁　
﹁
低
唱
﹂（
ち
よ
こ
れ
い
と
／
屏
風
／
女
体
風
景
／

指
／
裏
道
﹂）

 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
三
号
・
三
月
号　

一
九
三
〇
年
三
月　

三
十
三
頁　
﹁
低
唱
そ
の
二
﹂（
た
ん
ぼ
り
ん
／
ゆ
ふ
つ
き
）

44　

田
中
純
﹁
旅
の
小
景
﹂
草
稿
四
枚　

四
百
字
詰
﹁
神
楽
坂　

山
田
製
﹂
用
箋 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
一
号
・
新
年
号　

一
九
三
〇
年
一
月　

四
十
四
~
四
十
六
頁

45
＊ 

近
松
秋
江
﹁
日
光
よ
り
﹂（
雷
雨
／
蔬
菜
）
草
稿
三
枚　

四
百
字
詰
﹁
神
楽
坂　

山
田
製
﹂　
﹁
雷
雨
と
蔬
菜
﹂
を
見
出
し
に
変
更 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
四
号
・
九
月
号　

一
九
二
九
年
九
月　

八
~
九
頁

46
＊ 

遅
塚
麗
水
﹁
成
吉
士
汗
料
理
﹂
草
稿
三
枚　

四
百
字
詰
﹁
新
町　

柏
屋
特
製
﹂ 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
五
号
・
十
月
号　

一
九
二
九
年
十
月　

八
~
九
頁

47
＊ 

茅
野
雅
子
﹁
一
日
高
尾
山
に
あ
そ
ふ
﹂
歌
稿
二
枚　

縦
書
二
百
字
詰
﹁10 20 

ク
ジ
ャ
ク
印
原
稿
紙
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
二
号
・
二
月
号　

一
九
三
〇
年
二
月　

三
十
四
~
三
十
五
頁



─　　─166

48
＊ 

千
葉
亀
雄
﹁
唐
紙
地
獄
﹂
草
稿
四
枚　

四
百
字
詰
﹁
小
川
町　

池
田
紙
店
製
﹂ 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
六
号
・
十
一
月
号　

一
九
二
九
年
十
一
月　

六
~
八
頁

49
＊ 

辻
潤
﹁
う
ん
ざ
り
す
る
労
働
﹂
草
稿
九
枚　

二
百
字
詰
﹁
Ｅ
形　

イ
ー
グ
ル
印
創
作
箋
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
四
号
・
四
月
号　

一
九
三
〇
年
四
月　

三
十
六
~
三
十
八
頁

50　

津
田
青
楓
﹁
手
賀
沼
舟
遊
﹂
歌
稿
一
枚　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
一
号
・
新
年
号　

一
九
三
〇
年
一
月　

四
十
~
四
十
一
頁

51
＊ 

出
口
王
仁
三
郎
﹁
天
恩
郷
﹂
草
稿
五
枚　

二
百
字
詰
﹁
和
歌
原
稿
用
紙
﹂（
赤
色
罫
）　

著
者
住
所
氏
名
の
紫
色
の
ス
タ
ン
プ
消
し 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
三
巻
第
一
号
・
新
年
号　

一
九
三
一
年
一
月　

四
十
~
四
十
一
頁

52
＊ 

戸
川
秋
骨
﹁
墳
墓
の
地
﹂
草
稿
八
枚　

二
百
字
詰
﹁M

A
RU
ZEN

 III

﹂ 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
六
号
・
十
一
月
号　

一
九
二
九
年
十
一
月　

十
九
~
二
十
一
頁

53
＊ 

富
田
溪
仙
﹁
カ
ン
バ
ン
繪
﹂
草
稿
七
枚　
﹁
溪
仙
書
箋
﹂
青
色
罫
二
十
行 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
六
号
・
十
一
月
号　

一
九
二
九
年
十
一
月　

十
六
~
十
八
頁

54
＊ 

長
田
秀
雄
﹁
昔
の
眼
﹂
草
稿
四
枚　

四
百
字
詰
﹁
長
田
秀
雄
用
箋
﹂　
﹁
を
は
り
﹂
消
し
、﹁（
新
長
崎
集
の
二
）﹂
追
加 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
三
号
・
八
月
号　

一
九
二
九
年
八
月　

十
二
~
十
三
頁
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55
＊ 

中
戸
川
吉
二
﹁
十
年
﹂
草
稿
五
枚　

四
百
字
詰
﹁
松
屋
製 

Ｓ
Ｍ
印
Ａ
⋮
１

﹂（
青
色
罫
）　

日
付
﹁
昭
和
四
年
十
月　

鎌
倉
に
て
﹂ 

タ
イ
ト
ル
﹁
十
年
﹂
追
加

 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
六
号
・
十
一
月
号　

一
九
二
九
年
十
一
月　

三
十
四
~
三
十
六
頁

56　

中
原
綾
子
﹁
短
詩
九
章
﹂（
世
の
中
／
告
白
／
噂
／
運
命
／
お
頭
儀
／
冗
談
／
喧
嘩
／
朝
顔
／
三
匹
ざ
る
﹂）
詩
稿
二
枚　

四
百
字
詰
﹁
ほ
て

い
屋
製
﹂

 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
六
号
・
十
一
月
号　

一
九
二
九
年
十
一
月　

三
十
二
~
三
十
三
頁

57　

中
原
綾
子
﹁
松
風
﹂
歌
稿
三
枚　

二
百
字
詰
﹁
白
木
原
稿
用
紙
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
三
号
・
三
月
号　

一
九
三
〇
年
三
月　

四
十
九
頁

58　

中
村
星
湖
﹁
白
樺
細
工
の
耳
木
兎
﹂
詩
稿
三
枚　

二
百
字
詰
﹁
東
京　

文
房
堂
製
﹂ 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
六
号
・
十
一
月
号　

一
九
二
九
年
十
一
月　

二
十
二
~
二
十
三
頁

59　

南
江
二
郎
﹁
詩
二
篇
﹂（
靜
に
眠
る
前
に
／
ぐ
ら
す
の
お
家
）
詩
稿
五
枚　

二
百
字
詰
﹁
南
江
詩
稿
﹂（
黄
色
罫
・
ロ
ゴ
と
人
物
像
の
縁
飾
り
） 

日
付
﹁
一
九
三
〇
年
四
月
三
日
﹂

 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
五
号
・
五
月
号　

一
九
三
〇
年
五
月　

三
十
~
三
十
一
頁

60
＊ 

新
居
格
﹁
鳩
笛
﹂
草
稿
三
枚　
﹁
高
圓
寺　

榮
進
堂
製
﹂ 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
六
号
・
十
一
月
号　

一
九
二
九
年
十
一
月　

三
十
~
三
十
一
頁
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61
＊ 

西
村
酔
香
﹁
續
浪
華
抄
﹂
歌
稿
二
枚　

四
百
字
詰
﹁
銀
座　

伊
東
屋
製
﹂ 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
六
号
・
十
一
月
号　

一
九
二
九
年
十
一
月　

四
十
頁

62
＊ 

野
口
米
次
郎
[A

rthur D
avison Ficke 

原
著
]﹁
初
代
清
信
は
語
る
（
原
筆
者
米
国
詩
人
フ
ヰ
ッ
ケ
）﹂
訳
稿
二
枚　

四
百
字
詰
﹁
新

町　

柏
屋
特
製
﹂　

右
余
白
に
著
者
の
添
書
﹁
過
日
の
翻
訳
、
之
に
て
仕
上
に
て
申
候　

ノ
グ
チ　

二
十
一
日　

吉
井
様
﹂
消
し

 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
五
号
・
十
月
号　

一
九
二
九
年
十
月　

十
四
~
十
五
頁

63　

原
阿
佐
緒
﹁
低
声
に
﹂
歌
稿
二
枚　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙　

一
枚
目
右
上
余
白
に
﹁
ス
バ
ル
﹂
と
あ
り 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
五
号
・
五
月
号　

一
九
三
〇
年
五
月　

三
十
八
~
三
十
九
頁

64
＊ 

平
野
萬
里
﹁
雪
日
作
歌
﹂　

歌
稿
一
枚　

四
百
字
詰
﹁
穏
田　

山
田
特
製
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
三
号
・
三
月
号　

一
九
三
〇
年
三
月　

十
五
頁

65　

堀
口
大
學
[Góm

ez de la Serna, Ram
ón 

原
著
]﹁
天
文
学
﹂
訳
稿
五
枚　

四
百
字
詰
﹁M

A
RU
ZEN

﹂　

一
枚
目
の
右
余
白
﹁（
今

月
グ
ウ
ル
モ
ン
は
休
み
）﹂
消
し

 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
九
号
・
九
月
号　

一
九
三
〇
年
九
月　

十
八
~
二
十
頁

66
＊ 

堀
口
大
學
﹁
秋
の
思
ひ
﹂
歌
稿
一
枚　

四
百
字
詰
﹁M

A
RU
ZEN

﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
十
号
・
十
月
号　

一
九
三
〇
年
十
月　

十
八
~
十
九
頁

67　

堀
口
大
學
[M

arie Laurencin 

原
著
]﹁
ロ
オ
ラ
ン
サ
ン
三
章
﹂（
肖
像
／
神
祕
な
人
／
犬
）
訳
稿
四
枚　

四
百
字
詰
﹁M

A
RU
ZEN

﹂ 
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﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
四
号
・
四
月
号　

一
九
三
〇
年
四
月　

十
四
~
十
七
頁

68　

前
田
河
廣
一
郎
﹁
感
覺
﹂
草
稿
三
枚　

四
百
字
詰
﹁
前
田
河
廣
一
郎
原
稿
用
紙
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
七
号
・
七
月
号　

一
九
三
〇
年
七
月　

三
十
八
~
三
十
九
頁

69
＊ 

牧
野
信
一
﹁
僕
の
運
動
﹂
草
稿
五
枚　

四
百
字
詰
﹁
神
楽
坂　

山
田
製
﹂（
黄
色
罫
） 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
五
号
・
五
月
号　

一
九
三
〇
年
五
月　

二
十
七
~
二
十
九
頁

70　

正
宗
白
鳥
﹁
若
葉
の
頃
﹂
草
稿
三
枚　
﹁M

A
RU
ZEN

﹂
用
箋　

タ
イ
ト
ル
﹁
若
葉
の
頃
﹂
追
加 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
六
号
・
六
月
号　

一
九
三
〇
年
六
月　

十
~
十
一
頁

71　

松
根
東
洋
城
﹁
秋
五
句
﹂
句
稿
一
枚　

二
百
五
十
字
詰
﹁
渋
柿
社
原
稿
用
紙
﹂（
赤
色
罫
） 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
六
号
・
十
一
月
号　

一
九
二
九
年
十
一
月　

九
頁

72
＊ 

眞
山
靑
果
﹁
西
鶴
の
つ
か
つ
た
文
字
﹂
草
稿
十
二
枚　

四
百
字
詰
﹁
相
馬
屋
製
﹂　

日
付
﹁（
昭
和
四
年
十
一
月
）﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
七
号
・
七
月
号　

一
九
三
〇
年
七
月　

十
七
~
二
十
二
頁

73
＊ 

眞
山
靑
果
﹁
西
鶴
の
つ
か
つ
た
文
字
（
續
）﹂
草
稿
九
枚　

四
百
字
詰
﹁
相
馬
屋
製
﹂　

タ
イ
ト
ル
に
﹁（
續
）﹂
追
加 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
八
号
・
八
月
号　

一
九
三
〇
年
八
月　

十
七
~
二
十
一
頁

74
＊ 

丸
木
砂
土
﹁
女
の
足
の
指
﹂
草
稿
三
枚　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
（
黄
色
罫
） 
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﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
一
号
・
新
年
号　

一
九
三
〇
年
一
月　

三
十
八
~
三
十
九
頁

75　

萬
造
寺
齊
﹁
白
馬
よ
り
黒
部
へ
﹂（
雪
溪
／
根
深
平
／
頂
上
遠
望
／
下
山
／
祖
母
谷
／
黒
部
溪
流
）
歌
稿
二
枚　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
四
号
・
四
月
号　

一
九
三
〇
年
四
月　

十
八
~
十
九
頁

76
＊ 

三
上
於
莵
吉
[
杜
甫
・
白
居
易 

原
著
]﹁
唐
詩
譯
稿
﹂（
杜
甫
﹁
薄
暮
﹂
／
白
居
易
﹁
夜
雨
﹂・﹁
秋
日
﹂）
訳
稿
二
枚　

四
百
字
詰
﹁
神
楽

坂　

山
田
製
﹂（
黄
色
罫
）

 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
二
号
・
二
月
号　

一
九
三
〇
年
二
月　

十
四
~
十
七
頁

77
＊ 

三
上
於
莵
吉
﹁
春
秋
﹂
歌
稿
二
枚　

四
百
字
詰
﹁
神
楽
坂　

山
田
製
﹂（
黄
色
罫
） 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
一
号
・
創
刊
号　

一
九
二
九
年
六
月　

十
七
頁

78
＊ 

水
上
瀧
太
郎
﹁
酒
後
﹂
歌
稿
一
枚　

二
百
字
詰
原
稿
用
紙
（
黄
緑
罫
） 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
五
号
・
十
月
号　

一
九
二
九
年
十
月　

二
十
三
頁

79　

三
宅
周
太
郎
﹁
即
興
ま
で
に
﹂
草
稿
三
枚　

四
百
字
詰
﹁
志
ろ
き
や
特
製
﹂ 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
四
号
・
九
月
号　

一
九
二
九
年
九
月　

二
十
八
~
二
十
九
頁

80　

武
者
小
路
実
篤
﹁
偶
然
よ
ん
だ
も
の
か
ら
﹂
草
稿
三
枚　

四
百
字
詰
﹁M

A
RU
ZEN

﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
九
号
・
九
月
号　

一
九
三
〇
年
九
月　

十
二
~
十
三
頁
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81　

室
生
犀
星
﹁
巖
﹂
詩
稿
二
枚　

四
百
字
詰
﹁
魚
眠
洞
用
箋
﹂（
青
色
罫
） 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
六
号
・
十
一
月
号　

一
九
二
九
年
十
一
月　

十
~
十
一
頁

82　

室
生
犀
星
﹁
ほ
そ
づ
く
り
・
軍
艦
﹂
草
稿
五
枚　

二
百
字
詰
﹁
松
屋
製
（
Ｓ
Ｍ
印
Ｂ
⋮
１

）﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
三
号
・
三
月
号　

一
九
三
〇
年
三
月　

十
~
十
一
頁

83　

望
月
百
合
子
﹁
あ
る
コ
ゼ
ッ
ト
の
手
紙
﹂
草
稿
四
枚　

四
百
字
詰
﹁
Ｔ
Ｓ
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
四
号
・
四
月
号　

一
九
三
〇
年
四
月　

二
十
九
~
三
十
一
頁

84　

籾
山
梓
月
﹁
相
聞
﹂（
相
聞
／
草
庵
／
秋
宵
／
四
萬
）
歌
稿
四
枚　

七
十
五
字
詰
﹁
時
事
新
報
社
原
稿
用
紙
﹂ 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
五
号
・
十
月
号　

一
九
二
九
年
十
月　

十
頁

85
＊ 

柳
澤
健
[Rainer M

aria Rilke 

原
著
]﹁
詩
と
は
？ 

・
ラ
イ
ネ
ル
・
マ
リ
ア
・
リ
ル
ケ
の
言
葉
﹂
訳
稿
三
枚　
﹁
松
屋
製
（
Ｓ
Ｍ

印
Ａ
⋮
１

）﹂
お
よ
び
﹁
十
の
廿
松
屋
製
（
Ｓ
Ｍ
印
Ａ
⋮
１

）﹂　

原
著
作
﹃
マ
ル
テ
・
ラ
ウ
リ
ヅ
・
ブ
リ
ッ
ゲ
の
手
記
﹄（“D

ie 

A
ufzeichnungen des M

alte Laurids Brigge ”

）

 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
三
号
・
八
月
号　

一
九
二
九
年
八
月　

十
~
十
一
頁

86　

柳
原
燁
子
﹁
白
蓮
日
記
（
二
）﹂
草
稿
五
枚　

四
百
字
詰
﹁
武
蔵
屋
特
製
﹂　

タ
イ
ト
ル
﹁
白
蓮
日
記
（
二
）﹂
追
加 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
七
号
・
七
月
号　

一
九
三
〇
年
七
月　

二
十
八
~
三
十
頁

87　

柳
原
燁
子
﹁
歌
稿
十
首
﹂
歌
稿
二
枚　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
（
青
色
罫
）　

タ
イ
ト
ル
﹁
母
の
歌
﹂
追
加 
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﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
一
号
・
新
年
号　

一
九
三
〇
年
一
月　

三
十
~
三
十
一
頁

88　

山
崎
斌
﹁
西
風
﹂
草
稿
十
一
枚　

二
百
字
詰
﹁
東
京　

文
房
堂
製
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
三
号
・
三
月
号　

一
九
三
〇
年
三
月　

三
十
~
三
十
二
頁

89
＊ 

横
瀬
夜
雨
﹁
留
守
日
記
﹂
草
稿
六
枚　

四
百
字
詰
﹁
Ｓ
Ｙ
印
原
稿
用
紙
﹂　

著
者
に
よ
る
朱
入 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
五
号
・
五
月
号　

一
九
三
〇
年
五
月　

三
~
七
頁

90
＊ 

与
謝
野
晶
子
﹁
白
孔
雀
短
歌
五
首
﹂
歌
稿
一
枚　

四
百
字
詰
﹁
神
楽
坂　

山
田
製
﹂（
黄
色
罫
）　

編
集
跡
な
し 

九
條
武
子
﹃
白
孔
雀
﹄（
太
白
社
刊
）　

一
九
二
九
年
十
二
月　

序
歌

91　

吉
井
勇
﹁
浪
華
句
稿
﹂
句
稿
一
枚　

四
百
字
詰
﹁
三
省
堂
原
稿
紙
﹂（
黄
緑
罫
）　

編
集
跡
な
し 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
三
巻
第
一
号
・
新
年
号　

一
九
三
一
年
一
月　

三
十
~
三
十
一
頁

92　

吉
井
勇
﹁
佐
渡
ヶ
島
・
自
歌
自
釋
そ
の
六
﹂（
ひ
と
つ
星
／
御
硯
／
力
木
の
宿
）
草
稿
七
枚　

四
百
字
詰
﹁
文
華
堂
製
﹂
用
箋 

﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
六
号
・
十
一
月
号　

一
九
二
九
年
十
一
月　

四
十
八
~
五
十
一
頁

93　

吉
植
庄
亮
﹁
小
閑
集
﹂
歌
稿
三
枚　

二
百
字
詰
﹁
橄
欖
﹂
用
箋　

毛
筆 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
八
号
・
八
月
号　

一
九
三
〇
年
八
月　

二
十
二
~
二
十
三
頁

94
＊ 

吉
田
絃
二
郎
﹁
根
岸
あ
た
り
﹂
草
稿
四
枚　

四
百
字
詰
﹁M

A
RU
ZEN

﹂　

タ
イ
ト
ル
傍
﹁
三
輪　

根
岸
あ
た
り
﹂
消
し
（
著
者
） 
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﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
二
号
・
七
月
号　

一
九
二
九
年
七
月　

四
~
六
頁

95　

吉
屋
信
子
﹁
ゴ
ン
ド
ラ
の
正
体
﹂
草
稿
五
枚　

四
百
字
詰
﹁
東
京　

文
房
堂
製
﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
四
号
・
四
月
号　

一
九
三
〇
年
四
月　

二
十
六
~
二
十
八
頁

96
＊ 

渡
邉
均
﹁
淡
路
島
﹂
草
稿
十
枚　

二
百
字
詰
﹁M

A
RU
ZEN

（3

）﹂　

文
末
に
日
付
﹁（
四
月
七
日
）﹂ 

﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
五
号
・
五
月
号　

一
九
三
〇
年
五
月　

四
十
六
~
四
十
八
頁

97
＊ 

伊
原
青
々
園　

色
紙
一
枚

98　

岸
本
水
府　

色
紙
一
枚

99 

（1）　

食
満
南
北　

色
紙
一
枚　

紙
本
彩
色

99 

（2）　

食
満
南
北　

扇
面
一
枚

100
＊ 

小
出
楢
重　

め
く
り
一
枚　

紙
本
彩
色

101　

西
条
八
十　

め
く
り
一
枚　

絹
本
墨
書

102 

（1）
＊ 

阪
正
臣
﹁
山
家
霧
﹂　

色
紙
一
枚

102 

（2）
＊ 

阪
正
臣
﹁
社
頭
落
葉
﹂　

色
紙
一
枚
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102 
（3）

＊ 

阪
正
臣
﹁
名
香
を
め
て
て
﹂　

色
紙
一
枚

103
＊ 
笹
川
臨
風　

色
紙
一
枚　

絹
本
墨
書

104　

佐
藤
春
夫　

色
紙
一
枚　

絹
本
墨
書

105
＊ 

野
口
雨
情　

色
紙
一
枚　

絹
本
墨
書

106
＊ 

長
谷
川
時
雨　

色
紙
一
枚　

絹
本
墨
書

107　

花
柳
章
太
郎　

色
紙
一
枚

108
＊ 

東
久
世
通
禧　

色
紙
一
枚

109　

武
者
小
路
実
篤　

色
紙
一
枚　

絹
本
墨
書

110　

山
口
艸
平　

色
紙
一
枚　

紙
本
彩
色

111
＊ 

与
謝
野
寛　

色
紙
一
枚　

絹
本
墨
書

112　

よ
し
田
屋　

書
翰　

福
永
宛　

一
通
（
一
枚
）　

彩
色

113　

深
水
某　

色
紙
一
枚　

絹
本
墨
書
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114　

一
洋
﹁
紀
伊
の
大
辺
路
﹂
色
紙
一
枚　

絹
本
墨
画

115　

森
本
考
順
﹁
真
如
歡
豈
窮
﹂　

色
紙
一
枚

116　
[
作
者
不
明
]　

百
合
図
貼
絵　

色
紙
一
枚

　

あ
ら
た
め
て
、
自
筆
原
稿
の
番
号
を
掲
載
誌
ご
と
に
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
つ
の
原
稿
か
ら
複
数
号
に
掲
載
さ
れ
た
場
合

は
、
番
号
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
た
。

﹃
相
聞
﹄

第
一
巻
第
一
号
（
二
点
） 

41
、
77

第
一
巻
第
二
号
（
三
点
） 

13
、
31
、
94

第
二
巻
第
三
号
（
三
点
） 

27
、
54
、
85

第
一
巻
第
四
号
（
四
点
） 

１

、
40
、
45
、
79

第
一
巻
第
五
号
（
八
点
） 

17
、
20
、
35
、
36
、
46
、
62
、
78
、
84

第
一
巻
第
六
号
（
十
二
点
） 

39
、
48
、
52
、
53
、
55
、
56
、
58
、
60
、
61
、
71
、
81
、
92

﹃
ス
バ
ル
﹄

第
二
巻
第
一
号
（
十
一
点
） 

５

、
６

、
14
、
16
、
25
、
29
、
37
、
44
、
50
、
74
、
87

第
二
巻
第
二
号
（
六
点
） 

10
、
18
、
33
、
43a
、
47
、
76
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第
二
巻
第
三
号
（
八
点
） 

23
、
24
、
34
、
43b
、
57
、
64
、
82
、
88

第
二
巻
第
四
号
（
八
点
） 

７

、
32
、
42
、
49
、
67
、
75
、
83
、
95

第
二
巻
第
五
号
（
九
点
） 

４

、
９

、
19
、
26
、
59
、
63
、
69
、
89
、
96

第
二
巻
第
六
号
（
三
点
） 

２

、
12
、
70

第
二
巻
第
七
号
（
九
点
） 

８

、
11
、
15
、
22
、
28
、
30
、
68
、
72
、
86

第
二
巻
第
八
号
（
三
点
） 

21
、
73
、
93

第
二
巻
第
九
号
（
三
点
） 

３

、
65
、
80

第
二
巻
第
十
号
（
一
点
） 
66

第
三
巻
第
一
号
（
三
点
） 
38
、
51
、
91

﹃
白
孔
雀
﹄

序
歌
（
一
点
） 

90

　

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
自
筆
原
稿
は
﹃
相
聞
﹄・﹃
ス
バ
ル
﹄
の
創
刊
号
か
ら
第
三
巻
第
一
号
ま
で
（
た
だ
し
、
第
二
巻
第
十
一
号
を
除
く
）

の
掲
載
作
品
と
﹃
白
孔
雀
﹄
の
序
歌
、
つ
ま
り
、
全
て
﹁
太
白
社
﹂
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
太
白
社
で
編
集
に
用
い
ら
れ
て
か
ら
後
の
原

稿
の
来
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
掲
載
か
ら
お
よ
そ
六
十
年
後
の
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）
に
至
り
、
数
あ
る
掲
載
作
品
の
一
部
と
は
い
え
、

ま
と
ま
っ
た
形
で
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

原
稿
に
残
る
校
正
・
編
集
の
跡
は
、
主
に
鉛
筆
ま
た
は
赤
ペ
ン
あ
る
い
は
そ
の
両
方
で
書
き
入
れ
ら
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
活
字
サ
イ

ズ
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
指
定
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
は
、
掲
載
タ
イ
ト
ル
の
追
加
や
日
付
・
著
者
住
所
な
ど
掲
載
不
要
な
文
言
の
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取
り
消
し
の
指
示
が
見
ら
れ
る
。
原
稿
中
の
一
部
の
作
品
（
短
歌
や
短
い
詩
）
が
非
掲
載
と
な
っ
た
例
は
あ
る
が
ご
く
僅
か
で
（
原
稿
19
、

38
、
43
）、
誌
面
の
都
合
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
詩
人
・
歌
人
た
ち
の
寄
稿
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
、
次
々
と
雑
誌
に
掲
載

さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

勇
ら
が
原
稿
を
ど
の
よ
う
に
集
め
た
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
情
報
は
、
残
念
な
が
ら
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら

な
い
。
む
し
ろ
、
掲
載
誌
の
﹁
編
輯
後
記
﹂
や
随
筆
の
中
に
少
し
ば
か
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
自
筆
原
稿
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
掲
載
誌
と
の
対
照
を
行
っ
て
、
少
し
の
情
報
を
書
き
出
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
今
後
、

様
々
な
視
点
か
ら
、
本
資
料
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
冒
頭
に
も
書
い
た
通
り
、
自
筆
原
稿
の
多
く
は
、
早

稲
田
大
学
﹁
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
カ
ラ
ー
画
像
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ぜ
ひ
、

こ
れ
を
活
用
し
て
新
た
な
発
見
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

注（
１

）　

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

https://w
aseda.prim

o.exlibrisgroup.com
/discovery/

（
２

）　

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

https://w
w
w
.w
ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/

（
３

）　
﹃
相
聞
﹄（
太
白
社　

一
九
二
九
年
六
月
~
十
二
月
）、
改
題
﹃
ス
バ
ル
﹄（
太
白
社
ほ
か　

一
九
三
〇
年
一
月
~
[
一
九
三
五
年
四
月
]
正
確
な
終

刊
年
月
は
不
明
）。
本
誌
刊
行
の
詳
細
は
本
稿
に
お
い
て
後
述
す
る
。

（
４

）　

九
條
武
子
﹃
白
孔
雀
﹄（
太
白
社
、
一
九
二
九
年
十
二
月
）。
一
九
三
〇
年
一
月
十
三
版　

早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
（
請
求
記
号　

九
一
一
.

一
六　

八
〇
六
）
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（
５

）　

早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
で
は
、﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
一
号
~
第
六
号
・﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
一
号
~
第
四
巻
第
二
号
を
所
蔵
（
請
求
記
号　

サ

ヘ　

一
四
七
五
）。
合
本
版
の
﹃
相
聞
（
一
）﹄
を
含
め
、
一
部
の
巻
号
に
重
複
が
あ
る
。
な
お
、
国
立
国
会
図
書
館
で
は
同
誌
の
第
一
巻
~
第
三
巻

の
全
て
の
巻
号
を
﹁
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹂（https://dl.ndl.go.jp

）
に
登
録
し
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
各
号
の
目
次
が

確
認
で
き
る
ほ
か
、
国
立
国
会
図
書
館
ま
た
は
図
書
館
送
信
参
加
館
の
館
内
で
は
画
像
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

（
６

）　
﹁
ス
バ
ル
﹂
五
巻
三
号　

四
月
号
（
昴
社　

一
九
三
五
年
四
月
）　

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵　

吉
井
勇
資
料
（
資
料
管
理
番
号　

文
学
０

０

４　

文
書
番
号　

３

７

２

５

）

（
７

）　
﹃
相
聞
﹄
の
編
集
同
人
は
、
創
刊
号
よ
り
、
吉
井
勇
、
中
原
綾
子
、
榛
禮
吉
、
西
村
酔
香
の
四
名
。﹃
ス
バ
ル
﹄
へ
の
改
題
以
降
、
編
集
は
吉
井
勇

と
西
村
酔
香
の
二
人
体
制
と
な
る
。（﹃
相
聞
﹄・﹃
ス
バ
ル
﹄
各
号
﹁
編
輯
後
記
﹂
参
照
。）

（
８

）　
﹃
吉
井
勇
全
集
﹄
全
八
巻
（
番
町
書
房　

一
九
六
三
年
十
月
~
一
九
六
四
年
五
月
）

（
９

）　
﹃
定
本　

吉
井
勇
全
集
﹄
全
九
巻
（
番
町
書
房　

一
九
七
七
年
十
一
月
~
一
九
七
九
年
十
一
月
）。
第
九
巻
巻
末
に
詳
細
な
﹁
吉
井
勇
年
譜
﹂
所
収
。

本
書
は
、
前
掲
８

の
増
補
復
刻
版
。

（
10
）　

木
俣
修
﹃
吉
井
勇
研
究
﹄（
番
町
書
房　

一
九
七
八
年
十
月
）。
本
書
は
、
吉
井
勇
の
五
回
忌
に
捧
げ
よ
う
と
木
俣
が
著
し
た
﹃
吉
井
勇
│
人
と
文
学
﹄

（
明
治
書
院　

一
九
六
五
年
十
一
月
）
の
改
訂
版
で
あ
る
。

（
11
）　

前
掲
10
、﹃
吉
井
勇
研
究
﹄、
第
一
部
﹁
人
と
文
学
﹂
の
﹁
十
七
﹃
相
聞
﹄
創
刊
﹂（
一
一
五
~
一
六
二
頁
）

（
12
）　
﹃
日
本
近
代
文
学
大
事
典
﹄
全
六
巻
（
講
談
社　

一
九
七
七
年
十
一
月
~
一
九
七
八
年
三
月
）
第
五
巻
﹁
新
聞
・
雑
誌
﹂（
二
四
〇
頁
）

（
13
）　

紅
野
敏
郎
﹃
文
芸
誌
譚　

そ
の
﹁
雑
﹂
な
る
風
景
一
九
一
〇
│
一
九
三
五
年
﹄（
雄
松
堂
出
版　

二
〇
〇
〇
年
一
月
）﹁﹃
相
聞
﹄・﹃
ス
バ
ル
﹄　

吉

井
勇
・
芥
川
龍
之
介
・
木
村
荘
八
・
郡
虎
彦
・
三
上
於
菟
吉
・
谷
崎
潤
一
郎
ら
﹂（
一
二
一
~
一
三
四
頁
）。
初
出
は
、
紅
野
敏
郎
﹁
逍
遥
・
文
学
誌
（
五

六
）﹁
相
聞
﹂（
上
）﹂﹃
国
文
学
﹄
四
一
（
二
）
一
九
九
六
年
二
月
（
一
六
二
~
一
六
五
頁
）、
お
よ
び
﹁
逍
遥
・
文
学
誌
（
五
七
）﹁
相
聞
﹂﹁
ス
バ
ル
﹂

（
下
）﹂﹃
国
文
学
﹄
四
一
（
四
）
一
九
九
六
年
三
月
（
一
六
〇
~
一
六
三
頁
）。

（
14
）　

篭
谷
真
智
子
﹃
九
条
武
子
:
そ
の
生
涯
と
あ
し
あ
と
﹄（
同
朋
舎　

一
九
八
八
年
三
月
）

（
15
）　
﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
一
号
（
太
白
社　

一
九
三
〇
年
一
月
）﹁
編
輯
後
記
﹂
西
村
酔
香
筆

（
16
）　

前
掲
９

、﹃
定
本　

吉
井
勇
全
集
﹄
第
九
巻
﹁
吉
井
勇
年
譜
﹂
お
よ
び
前
掲
10
、﹃
吉
井
勇
研
究
﹄
を
参
照
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（
17
）　
﹃
明
星
﹄（
東
京
新
詩
社　

一
九
〇
〇
年
四
月
~
一
九
〇
八
年
十
一
月
）
通
巻
百
冊

（
18
）　
﹃
ス
バ
ル
﹄（
昴
発
行
所　

一
九
〇
九
年
一
月
~
一
九
一
三
年
十
二
月
）
通
巻
六
十
冊

（
19
）　

吉
井
勇
﹃
酒
ほ
が
い
﹄（
昴
発
行
所
刊　

一
九
一
〇
年
九
月
）

（
20
）　
﹃
文
藝
復
興
﹄（
文
藝
復
興
社　

一
九
一
四
年
六
月
~
七
月
）
全
二
冊　

編
集
兼
発
行
人　

吉
井
勇

（
21
）　
﹃
読
売
新
聞
﹄
一
九
一
六
年
八
月
六
日
・
八
日
朝
刊
掲
載

（
22
）　
﹃
人
間
﹄（
玄
文
社
、
の
ち
人
間
社
出
版
部　

一
九
一
九
年
十
一
月
~
一
九
二
二
年
六
月
）
全
二
十
四
冊

（
23
）　
﹃
相
聞
﹄・﹃
ス
バ
ル
﹄
の
寄
稿
者
の
歌
人
柳
原
燁
子
（
白
蓮
）
は
、
徳
子
の
叔
母
に
あ
た
る
。

（
24
）　
﹃
私
の
履
歴
書
﹄
第
八
集
（
日
本
経
済
新
聞
社　

一
九
五
九
年
四
月
）﹁
吉
井
勇
﹂（
二
八
五
~
三
二
五
頁
）。
初
出
は
、
日
本
経
済
新
聞
連
載
﹁
私

の
履
歴
書
﹂（
一
九
五
七
年
）。

（
25
）　

石
川
啄
木
﹃
石
川
啄
木
日
記
﹄
三
（
世
界
評
論
社
刊　

一
九
四
九
年
三
月
）
明
治
四
二
年
一
月
一
日
~
四
月
五
日
（
三
~
九
二
頁
）

（
26
）　

前
掲
10
、﹃
吉
井
勇
研
究
﹄（
一
〇
七
頁
）﹁
雑
誌
編
集
な
ど
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
に
勇
が
長
く
た
え
て
い
る
筈
は
な
か
っ
た
。
女
性
関
係
の
事
情
な
ど

も
あ
っ
て
、
彼
は
間
も
な
く
そ
の
責
任
の
場
を
去
っ
て
鎌
倉
に
逃
れ
た
の
で
あ
る
。﹂

（
27
）　

前
掲
24
、﹃
私
の
履
歴
書
﹄（
三
〇
五
~
三
〇
六
頁
）

（
28
）　
﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
一
号
（
一
九
二
九
年
六
月
）﹁
編
輯
後
記
﹂
吉
井
勇
筆

（
29
）　

同
右
﹁
編
輯
後
記
﹂
西
村
酔
香
筆
（
五
四
~
五
五
頁
）

（
30
）　
﹃
相
聞
﹄
第
一
巻
第
三
号
﹁
編
輯
後
記
﹂
勇
筆
﹁﹃
新
長
崎
集
﹄
を
云
ふ
も
の
を
主
調
と
し
て
﹂

（
31
）　
﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
一
号
﹁
編
輯
後
記
﹂
勇
筆

（
32
）　

吉
井
勇
﹁
耽
々
亭
雑
記
（
六
）
第
一
次
昴
時
代
（
一
）﹂
~
﹁
耽
々
亭
雑
記
（
十
）
第
一
次
昴
時
代
（
五
）﹂﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
六
号
~
第
十
号　

一
九
三
〇
年
六
月
~
十
月
。

（
33
）　
﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
六
号
﹁
編
輯
後
記
﹂
勇
筆

（
34
）　
﹃
ス
バ
ル
﹄
第
二
巻
第
二
号
﹁
編
輯
後
記
﹂
勇
筆

（
35
）　
﹃
ス
バ
ル
﹄
第
三
巻
第
七
号
﹁
編
輯
後
記
﹂
勇
筆
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（
36
）　
﹃
ス
バ
ル
﹄
第
四
巻
第
一
号
﹁
編
輯
後
記
﹂
勇
筆

（
37
）　

昭
和
八
年
十
一
月
、
不
良
ダ
ン
ス
教
師
の
検
挙
に
伴
い
妻
徳
子
の
不
行
状
が
取
り
沙
汰
さ
れ
、
勇
は
妻
と
別
居
（
の
ち
に
離
婚
）、
従
四
位
伯
爵
の

爵
位
を
息
子
に
譲
っ
て
隠
居
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
文
壇
か
ら
も
遠
の
く
こ
と
と
な
っ
た
。
村
松
梢
風
﹃
現
代
作
家
伝
﹄（
新
潮
社　

一
九
五
三
年

五
月
）﹁
吉
井
勇
﹂（
二
三
六
~
二
三
九
頁
）

（
38
）　
﹃
ス
バ
ル
﹄
第
五
巻
第
三
号
﹁
編
輯
後
記
﹂
勇
筆

（
39
）　

前
掲
10
、﹃
吉
井
勇
研
究
﹄（
一
五
五
~
一
五
六
頁
）

（
40
）　

前
掲
10
、﹃
吉
井
勇
研
究
﹄（
一
六
二
頁
）

（
41
）　

吉
井
勇
﹃
短
歌
入
門
﹄（
誠
文
堂　

一
九
三
一
年
）（Seibundo ’s 10 sen Library 52

）

（
42
）　

前
掲
９

、﹃
定
本　

吉
井
勇
全
集
﹄
第
九
巻
収
載
﹁
短
歌
入
門
﹂（
七
七
頁
）

（
ま
つ
お　

あ
こ　

高
田
早
苗
記
念
研
究
図
書
館
担
当
課
）


